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論　
　

文大
学
一
般
教
育
研
究
会
に
お
け
る
全
国
的
組
織
化
に
関
す
る
考
察
（
そ
の
３
）

―
― 「
全
国
集
会
」
開
催
要
求 

―
―

志 

津 

木　
　
　
　

敬

は
じ
め
に

　
「
大
学
一
般
教
育
研
究
会
全
国
連
合
会
」
の
表
向
き
の
事
務
局
で
あ
っ
た
大
学

基
準
協
会
が
行
っ
た
正
式
な
発
足
に
向
け
た
活
動
は
、
一
九
五
九
年
一
〇
月
に
は

立
ち
消
え
に
な
っ
た
。

　

そ
の
直
後
で
も
あ
る
一
九
五
九
年
一
二
月
一
八
日
に
開
催
さ
れ
た
大
学
基
準
協

会
第
一
回
基
準
委
員
会
議
事
抄
録
に
は
、「
国
立
大
学
協
会
第
十
九
回
総
会
討
議

で
一
般
教
育
の
あ
り
方
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
記
録
が
存
在
す
る（

１
）。

国

立
大
学
協
会
第
十
九
回
総
会
に
お
い
て
設
置
さ
れ
た
国
立
大
学
協
会
一
般
教
育
に

関
す
る
特
別
委
員
会
は
、
二
年
余
り
の
審
議
期
間
を
通
じ
て
報
告
書
『
大
学
に
お

け
る
一
般
教
育
に
つ
い
て
』
を
公
刊
し
た
が
、
同
報
告
書
に
は
「
継
続
的
な
研
修

集
会
の
実
施
」
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
後
述
す
る
「
継
続
的
な
研
修
集
会
の

実
施
」
の
一
つ
で
あ
る
「（
全
国
的
）」
と
は
、「
大
学
一
般
教
育
十
周
年
記
念
全

国
集
会
」
以
来
、
課
題
で
あ
っ
た
「
全
国
集
会
」
開
催
要
求
で
あ
っ
た（

２
）。

　
「
全
国
集
会
」
開
催
要
求
は
、
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
と
東

北
・
北
海
道
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
の
両
地
区
研
究
会
に
お
い
て
展
開
さ
れ

た
。
し
か
し
本
論
文
で
は
、
紙
幅
の
関
係
も
あ
り
、
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般

教
育
研
究
会
に
お
け
る
動
向
を
中
心
に
し
て
取
り
上
げ
た
上
で
、考
察
を
試
み
る
。

　

そ
の
理
由
に
関
し
て
は
、
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
会
長
、
広

島
大
学
学
長
・
森
戸
辰
男
に
対
し
て
「
大
学
一
般
教
育
研
究
会
全
国
連
合
会
」
会

長
就
任
要
請
を
受
け
た
経
緯
が
挙
げ
ら
れ
る（

３
）。

し
か
し
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一

般
教
育
研
究
会
に
お
け
る
動
向
は
、
次
の
観
点
も
指
摘
で
き
る
。

　

①
東
北
・
北
海
道
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
に
お
け
る
動
向
が
一
九
六
三
年

度
に
終
わ
っ
た
の
に
対
し
て
、
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
に
お
け

る
動
向
は
一
九
六
四
年
度
ま
で
継
続
し
、
か
つ
文
部
省
そ
の
他
へ
の
要
望
事
項
と

し
て
提
出
さ
れ
た
こ
と
、
②
①
の
結
果
、
大
学
基
準
協
会
、
国
立
大
学
協
会
、
中

国
・
四
国
地
区
国
立
大
学
学
長
会
議
、
民
主
教
育
協
会
な
ど
の
関
連
諸
団
体
の
動

向
、
ひ
い
て
は
中
央
教
育
審
議
会
答
申
や
大
学
設
置
審
議
会
大
学
基
準
等
研
究
協

議
会
答
申
な
ど
に
お
け
る
政
策
的
動
向
と
の
関
連
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、③「
全

国
集
会
」
の
不
成
立
が
「
大
学
一
般
教
育
研
究
会
全
国
連
合
会
」
の
立
ち
消
え
と

同
一
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
ひ
い
て
は
大
学
一
般
教
育
研
究
会
に
お
け
る
全
国

的
組
織
化
に
関
す
る
考
察
が
導
き
出
せ
る
こ
と
、
で
あ
る
。
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１
．「
継
続
的
な
研
修
集
会
」
の
実
施

（
１
）
背
景

　

国
立
大
学
協
会
一
般
教
育
に
関
す
る
特
別
委
員
会
に
よ
る
報
告
書
『
大
学
に
お

け
る
一
般
教
育
に
つ
い
て
』
は
、一
九
六
二
年
三
月
に
公
刊
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、

「
全
国
集
会
」
開
催
要
求
に
関
連
す
る
箇
所
は
、「
６
．
一
般
教
育
に
関
す
る
報
告

の
帰
結
と
要
望
」
に
お
け
る
「
継
続
的
な
研
修
集
会
（
大
学
毎
・
地
域
的
・
全
国

的
、ま
た
は
総
合
コ
ー
ス
・
各
系
列
・
科
目
別
な
ど
に
区
別
し
て
）
を
実
施
す
る
」

が
該
当
す
る（

４
）。

　

中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
第
９
回
研
究
協
議
会
は
、
一
九
六
一

年
一
一
月
一
五
日
か
ら
一
一
月
一
六
日
に
か
け
て
山
口
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
が
、
第
二
十
四
回
国
立
大
学
協
会
総
会
直
前
の
開
催
で
も
あ
っ
た
。
森
戸
辰
男

は
こ
れ
に
出
席
し
、
い
ろ
い
ろ
な
機
関
に
お
い
て
一
般
教
育
が
今
ど
う
い
う
ふ
う

に
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
を
披
露
し
な
が
ら
参
加
者
の
意
見
を
聞
く
形
式
の
講
演

を
行
っ
て
い
る
。

　

後
述
す
る
よ
う
に
、
同
総
会
で
は
、「
全
国
集
会
」
開
催
要
求
に
関
す
る
要
望

書
提
出
が
議
決
さ
れ
た（

５
）。

　
「
大
学
一
般
教
育
研
究
会
設
立
趣
意
書
」
に
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
大
学
一

般
教
育
研
究
会
に
は
、
問
題
に
よ
っ
て
は
政
府
当
局
に
要
請
す
べ
く
総
会
に
お
け

る
議
決
権
、
及
び
要
望
書
提
出
機
能
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
大
学
一
般
教
育
研
究

会
地
区
研
究
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
要
望
書
に
関
し
て
は
、
一
九
五
六
年
一
二
月
七

日
か
ら
一
二
月
九
日
に
か
け
て
群
馬
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
文
部
省
主
催

「
大
学
一
般
教
育
研
究
集
会
」
に
て
講
師
側
か
ら
大
学
課
に
報
告
さ
れ
、
そ
れ
が

そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
に
か
け
ら
れ
る
と
い
う
説
明
が
行
わ
れ
て
い
る（

６
）。

大
学
一
般

教
育
研
究
会
は
、
国
・
公
・
私
立
大
学
、
四
年
制
・
短
期
大
学
を
包
摂
す
る
研
究

協
議
会
と
し
て
の
設
立
、
結
成
は
、
大
学
政
策
の
一
環
で
も
あ
っ
た（

７
）。

　

一
九
六
一
年
度
に
は
、
七
月
一
〇
日
に
中
央
教
育
審
議
会
答
申
『
大
学
教
育
の

改
善
に
つ
い
て
』
の
中
間
報
告
が
発
表
さ
れ
、「
Ⅱ
、
教
授
内
容
及
び
教
育
方
法
」

で
は
、「
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
教
育
課
程
お
よ
び
教
授
方
法
の
研
究
は
、
学

校
管
理
、
学
生
補
導
の
研
究
と
同
様
に
充
分
行
わ
れ
て
い
な
い
」
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
た（

８
）。

そ
の
意
味
で
は
、
同
報
告
書
に
お
け
る
「
継
続
的
な
研
修
集
会
の
実

施
」
は
、
国
立
大
学
協
会
一
般
教
育
に
関
す
る
特
別
委
員
会
委
員
長
で
あ
っ
た
森

戸
辰
男
が
中
央
教
育
審
議
会
第
一
五
委
員
会
主
査
、
国
立
大
学
協
会
副
会
長
の
要

職
と
共
に
、
一
九
五
三
年
度
の
結
成
以
来
、
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研

究
会
会
長
で
あ
り
、
か
つ
要
望
書
事
項
に
も
影
響
力
を
も
っ
て
い
た
こ
と
も
見
逃

せ
な
か
っ
た
。

　

大
学
一
般
教
育
研
究
会
に
お
い
て
試
み
ら
れ
た
全
国
的
組
織
化
に
関
す
る
森
戸

辰
男
の
最
初
の
発
言
は
、
一
九
五
六
年
九
月
八
日
に
愛
媛
大
学
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
第
四
回
研
究
協
議
会
一
般
共
通
問

題
に
お
け
る
会
長
発
言
で
あ
っ
た
。
し
か
し
森
戸
辰
男
の
会
長
発
言
は
、
異
な
っ

た
条
件
の
下
に
お
い
て
研
究
協
議
が
行
わ
れ
る
大
学
一
般
教
育
研
究
会
の
場
合
、

全
国
的
組
織
化
は
一
つ
の
結
論
へ
の
集
約
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
要
望
事
項
に

な
り
得
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た（

９
）。

　

既
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、各
大
学
に
お
け
る
一
般
教
育
研
究
委
員
会
は
、コ
ー

ス
プ
ラ
ン
や
教
授
法
、
学
習
指
導
な
ど
の
研
究
に
止
ま
ら
ず
、
一
般
教
育
担
当
教

官
の
問
題
か
ら
財
政
問
題
ま
で
及
び
、大
学
一
般
教
育
研
究
会
地
区
研
究
会
に
は
、
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地
域
版
一
般
教
育
研
究
委
員
会
、
各
大
学
に
お
け
る
一
般
教
育
研
究
委
員
会
を
横

に
つ
な
ぐ
全
国
的
組
織
と
い
う
説
明
も
存
在
す
る
。

　

中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
が
第
９
回
研
究
協
議
会
以
降
、「
全

国
集
会
」
開
催
要
求
を
提
出
し
た
理
由
は
、
次
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

第
一
に
、
第
７
回
東
北
・
北
海
道
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
で
は
、
関
東
地

区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
副
委
員
長
、
慶
応
義
塾
大
学
・
金
沢
壽
吉
が
総
会
講
演

「
一
般
教
育
の
振
興
に
就
て
」
に
お
い
て
連
合
の
研
究
会
が
で
き
る
と
文
部
省
で

も
相
当
力
を
入
れ
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
た

（
（（
（

。
事
実
、
文
部
省
大

学
学
術
局
大
学
課
長
・
春
山
順
之
輔
が
臨
席
し
た
一
九
六
〇
年
九
月
二
七
日
か
ら

九
月
二
八
日
に
か
け
て
帯
広
畜
産
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
第
10
回
東
北
・
北

海
道
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
で
は
、
全
体
会
議
に
お
い
て
、
北
海
道
学
芸
大

学
旭
川
分
校
・
奥
田
五
郎
に
よ
る
提
案
「
一
般
教
育
研
究
会
の
全
国
的
組
織
に
つ

い
て
」
と
帯
広
畜
産
大
学
・
大
杉
栄
一
に
よ
る
調
査
報
告
「
東
北
・
北
海
道
地
区

大
学
一
般
教
育
実
態
調
査
」
が
行
わ
れ
て
い
る

（
（（
（

。
後
者
は
、
翌
一
九
六
一
年
度
に

公
刊
さ
れ
た
大
杉
栄
一
著
『
東
北
・
北
海
道
地
区
大
学
一
般
教
育
実
態
調
査
報
告

書
』
Ⅰ
～
Ⅲ
の
土
台
に
な
っ
た
調
査
報
告
で
も
あ
っ
た
が
、
同
報
告
書
は
春
山
順

之
輔
の
支
援
の
下
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
文
部
省
大
学
学
術
局
大
学
課
長
は
一
九
六
一
年
四
月
、
村
山
松
雄
が
就

任
す
る
。
村
山
松
雄
が
就
任
し
た
一
九
六
一
年
度
に
は
、
一
九
六
一
年
七
月
六
日

か
ら
七
月
七
日
に
か
け
て
日
本
工
業
教
育
協
会
第
９
年
次
大
会
が
東
北
大
学
記
念

講
堂
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
同
大
会
の
二
日
目
の
最
後
に
は
、
学
生
増
募
対
策

に
関
す
る
議
決
文
が
作
成
、
承
認
さ
れ
て
い
る

（
（（
（

。

　

日
本
工
業
教
育
協
会
第
９
年
次
大
会
に
お
け
る
学
生
増
募
対
策
に
関
す
る
議
決

文
が
作
成
、
議
決
さ
れ
る
直
前
の
七
月
四
日
に
は
、
一
九
六
二
年
度
以
降
の
大
学

設
置
認
可
基
準
の
緩
和
が
実
施
さ
れ
た
。

　

大
学
設
置
認
可
許
可
基
準
の
緩
和
は
、
新
た
に
大
学
、
学
部
を
つ
く
る
場
合
は

開
設
年
次
は
必
要
と
さ
れ
る
二
五
％
あ
れ
ば
よ
く
、
完
成
年
度
ま
で
に
二
五
％
ず

つ
整
備
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
条
件
の
下
で
実
施
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
開
設
年
次
に

一
年
か
ら
四
年
ま
で
の
施
設
、
設
備
及
び
教
員
組
織
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
従
来
の
大
学
設
立
許
可
基
準
と
は
大
幅
に
異
な
っ
て
い
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
概
要
で
行
わ
れ
た
大
学
設
置
認
可
基
準
の
緩
和
は
、
科
学
技
術

庁
長
官
・
池
田
正
之
輔
の
勧
告
が
影
響
し
て
い
た
。
そ
の
関
係
も
あ
り
、

一
九
六
一
年
度
に
は
理
工
系
学
部
・
学
科
と
一
般
教
育
担
当
者
の
間
に
お
い
て

一
九
六
二
年
度
以
降
の
予
算
配
分
を
め
ぐ
る
陣
取
り
合
戦
の
様
相
を
呈
し
た
。
た

と
え
ば
、
一
九
六
一
年
一
〇
月
一
二
日
か
ら
一
〇
月
一
三
日
に
か
け
て
鹿
児
島
大

学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
第
10
回
九
州
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
協
議
会
は
、
文

部
大
臣
宛
に
「
科
学
技
術
教
育
に
見
合
う
一
般
教
育
の
強
化
に
つ
い
て
善
処
か
た

要
望
の
件
」
の
提
出
を
議
決
し
、
一
一
月
五
日
に
は
大
学
基
準
協
会
会
長
が
同
要

望
書
を
文
部
大
臣
に
提
出
し
て
い
る

（
（（
（

。
大
学
設
置
許
可
基
準
の
緩
和
の
主
な
対
象

は
、
私
立
大
学
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
一
九
六
一
年
度
は
、
前
述
し
た
一

つ
の
結
論
へ
の
集
約
に
さ
れ
る
状
況
が
生
じ
て
い
た
と
言
い
得
る
年
度
で
も
あ
っ
た
。

　

第
二
に
、（
そ
の
１
）
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
大
学
一
般
教
育
研
究
会
に

お
い
て
試
み
ら
れ
た
全
国
的
組
織
化
は
、
独
立
性
を
も
っ
た
支
部
で
あ
る
地
区
研

究
会
の
連
絡
協
議
会
結
成
で
あ
っ
た
。
連
絡
協
議
会
に
は
推
進
体
が
求
め
ら
れ
る

が
、
一
九
六
一
年
度
以
降
、
展
開
さ
れ
た
「
全
国
集
会
」
開
催
要
求
は
、
国
立
大

学
協
会
が
推
進
体
と
な
る
形
で
進
め
ら
れ
た
。
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国
立
大
学
協
会
で
は
、
一
九
五
五
年
一
二
月
二
一
日
に
開
催
さ
れ
た
国
立
大
学

協
会
役
員
会
に
お
け
る
「
教
養
部
長
の
法
制
化
」
に
象
徴
さ
れ
る
一
般
教
育
担
当

部
局
官
制
化
を
要
請
す
る
一
方
、
一
九
五
七
年
九
月
一
九
日
に
開
催
さ
れ
た
国
立

大
学
協
会
役
員
会
、
及
び
第
一
常
置
委
員
会
と
第
二
常
置
委
員
会
に
お
い
て
調
査

活
動
研
究
を
精
力
的
に
行
っ
て
い
た
。
国
立
大
学
協
会
一
般
教
育
研
究
に
関
す
る

特
別
委
員
会
は
、
一
九
五
九
年
一
一
月
一
三
日
に
開
催
さ
れ
た
国
立
大
学
協
会
第

十
九
回
総
会
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
。
旧
制
医
科
系
大
学
か
ら
出
さ
れ
て
い
た
要

望
事
項
や
依
頼
事
項
に
関
す
る
審
議
と
お
茶
の
水
女
子
大
学
学
長
・
蝋
山
政
道
を

委
員
長
と
す
る
第
一
常
置
委
員
会
、
千
葉
大
学
学
長
、
及
び
新
潟
大
学
学
長
・
小

池
敬
事
を
委
員
長
と
す
る
第
二
常
置
委
員
会
が
実
施
し
た
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
成
果
な
ど
を
統
合
し
た
上
で
設
置
さ
れ
た
特
別
委
員
会
で
も
あ
っ
た

（
（（
（

。

　

国
立
大
学
協
会
一
般
教
育
に
関
す
る
特
別
委
員
会
は
、
一
九
五
七
年
度
に
設
置

さ
れ
た
各
常
置
委
員
会
横
断
型
で
構
成
さ
れ
る
国
立
大
学
協
会
科
学
技
術
振
興
に

関
す
る
連
絡
委
員
会
に
倣
い
つ
つ
、
臨
時
委
員
に
在
京
の
一
般
教
育
関
係
者
を
加

え
て
設
置
さ
れ
た
。
国
立
大
学
に
お
け
る
教
養
部
制
度
化
要
求
は
、
国
立
大
学
協

会
科
学
技
術
振
興
に
関
す
る
連
絡
委
員
会
の
基
調
で
あ
っ
た
一
般
教
養
の
重
要

性
、
及
び
一
国
文
化
に
お
け
る
自
然
・
社
会
・
人
文
諸
科
学
の
調
和
あ
る
発
達
の

必
要
性
と
一
九
五
三
年
度
末
以
降
の
医
学
進
学
課
程
独
立
後
の
一
般
教
育
担
当
教

官
不
足
問
題
、
双
方
の
合
流
、
結
合
の
上
に
成
立
し
て
い
た
。
い
わ
ゆ
る
文
理
学

部
問
題
は
、
一
連
の
経
緯
に
加
わ
っ
た
と
も
い
え
る
構
図
が
あ
っ
た
。

　

第
三
に
、
一
九
六
〇
年
代
は
い
わ
ゆ
る
第
三
次
大
学
管
理
法
の
時
期
で
あ
っ
た

が
、
中
央
教
育
審
議
会
第
十
六
特
別
委
員
会
は
大
学
管
理
問
題
に
関
す
る
問
題
点

が
中
心
に
据
え
ら
れ
た
特
別
委
員
会
で
あ
り
、
社
会
的
に
も
注
目
さ
れ
た

（
（（
（

。
大
学

管
理
法
案
廃
案
後
の
残
さ
れ
た
課
題
の
な
か
に
は
、
一
般
教
育
と
専
門
教
育
の
関

係
を
考
え
、
一
般
教
育
部
を
学
部
並
み
の
組
織
と
す
る
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
た

（
（（
（

。

一
九
五
〇
年
度
に
文
部
省
か
ら
通
達
さ
れ
た
「
一
般
教
育
の
重
要
視
に
つ
い
て
」

に
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
大
学
管
理
法
に
は
、
各
学
部
に
通
ず
る
一
般
教
育
を

担
当
す
る
機
関
は
学
部
と
看
做
す
こ
と
と
い
う
試
案
も
存
在
す
る
。
こ
れ
に
関
し

て
、
広
島
大
学
は
一
九
五
〇
年
四
月
二
〇
日
ま
で
に
、「
一
般
教
養
を
担
当
す
る

た
め
特
別
の
組
織
を
設
け
た
大
学
に
お
い
て
は
、
本
法
の
適
用
に
つ
い
て
は
其
の

組
織
を
学
部
と
看
做
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
」
と
い
う
意
見
を
提
出
し
て
い
た

（
（（
（

。

教
養
部
設
置
は
、
一
般
教
養
担
当
の
特
別
の
大
き
い
組
織
を
設
け
た
大
学
に
お
け

る
現
実
的
事
情
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
前
述
し
た
文
理
学
部
問
題
は
、
教
育
学
部
と
の
提
携
関
係
解
消
問
題
で

も
あ
っ
た
。
現
実
的
事
情
に
お
い
て
も
、
一
般
教
養
を
担
当
す
る
た
め
の
特
別
の

組
織
は
こ
の
時
期
、一
大
学
に
固
有
の
事
情
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
ち
な
み
に
、

一
九
五
三
年
六
月
二
六
日
に
開
催
さ
れ
た
中
央
教
育
審
議
会
第
九
回
総
会
に
お
い

て
審
議
さ
れ
た
「
大
学
管
理
法
案
（
案
）」
の
原
案
に
は
、
国
立
大
学
協
会
が

一
九
五
三
年
四
月
六
日
に
作
成
し
た
「
大
学
管
理
法
要
領
（
案
）」
が
用
い
ら
れ

て
い
る

（
（（
（

。（
２
）「
第
10
回
要
望
事
項
」

　

中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
第
９
回
研
究
協
議
会
一
般
共
通
議
題

題
目
に
お
け
る
「
全
国
集
会
」
開
催
要
求
に
関
す
る
協
議
は
、
島
根
大
学
文
理
学

部
提
出
「
９
．一
般
教
育
研
究
会
の
あ
り
方
」
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た

（
（（
（

。

　

島
根
大
学
文
理
学
部
提
出
「
９
．一
般
教
育
研
究
会
の
あ
り
方
」
は
、
総
会
に
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お
い
て
文
部
省
主
催
に
よ
る
一
般
教
育
研
究
会
議
を
開
催
さ
れ
た
い
と
い
う
要
望

と
し
て
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
。
し
か
し
翌
一
九
六
二
年
一
一
月
一
七
日
か
ら
一
一

月
一
八
日
に
か
け
て
広
島
大
学
教
養
部
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
中
国
・
四
国
地
区

大
学
一
般
教
育
研
究
会
第
10
回
研
究
協
議
会
総
会
で
は
、
島
根
大
学
文
理
学
部

長
・
古
川
尚
雄
は
、
文
部
省
大
学
学
術
局
大
学
課
に
文
部
省
主
催
に
よ
る
一
般
教

育
研
究
会
議
を
要
望
し
、
村
山
松
雄
か
ら
そ
れ
は
や
は
り
国
大
協
に
音
頭
を
と
つ

て
具
体
的
な
提
案
を
し
た
ら
よ
い
と
い
わ
れ
、
文
理
学
部
長
会
議
で
は
こ
れ
を
や

つ
て
み
よ
う
と
思
う
に
至
っ
た
後
日
談
を
披
露
し
て
い
る

（
（（
（

。

　

中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
第
10
回
研
究
協
議
会
に
お
け
る
「
全

国
集
会
」
に
関
す
る
協
議
は
、
一
般
共
通
題
目
に
お
い
て
行
わ
れ
、
島
根
大
学
文

理
学
部
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
題
「
一
般
教
育
研
究
会
の
組
織
拡
大
に
つ
い
て
」
が

広
島
大
学
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
題
「
他
地
区
の
大
学
の
一
般
教
育
研
究
会
と
の
連

携
に
つ
い
て
」
と
共
に
協
議
に
付
さ
れ
る
形
で
行
わ
れ
た
。

　

一
般
共
通
題
目
議
題
に
お
け
る
協
議
は
、
翌
一
一
月
一
八
日
に
開
催
さ
れ
た
総

会
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
文
部
省
主
催
に
よ
る
一
般
教
育
担
当
会
議
は

ち
ょ
っ
と
無
理
な
よ
う
に
察
せ
さ
れ
る
と
し
つ
つ
、
国
大
協
あ
た
り
に
考
え
て
も

ら
う
と
し
た
上
で
、
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
第
八
回
研
究
協
議

会
ま
で
の
要
望
事
項
と
第
９
回
研
究
協
議
会
か
ら
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
分
科

会
に
お
け
る
要
望
事
項
と
総
合
す
る
形
で
議
決
さ
れ
た
。

　

こ
の
う
ち
、
一
般
教
育
担
当
者
の
連
絡
協
議
会
開
催
は
、
一
九
六
〇
年
六
月

一
六
日
に
開
催
さ
れ
た
国
立
大
学
協
会
第
一
常
置
委
員
会
に
お
い
て
既
に
取
り
上

げ
ら
れ
た
議
題
で
あ
っ
た

（
（（
（

。
し
か
し
次
の
二
点
も
指
摘
さ
れ
る
必
要
性
が
高
い
。

　

第
一
に
、
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
第
10
回
研
究
協
議
会
が
開

催
さ
れ
る
直
前
で
あ
る
一
九
六
二
年
一
一
月
一
三
日
に
は
国
立
大
学
協
会
第

二
十
六
回
役
員
会
と
文
理
学
部
系
大
学
学
長
に
お
い
て
組
織
さ
れ
る
14
大
学
学
長

会
議
が
、一
九
六
二
年
一
一
月
一
六
日
に
は
国
立
大
学
協
会
第
二
十
六
回
総
会
が
、

そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
う
ち
、
国
立
大
学
協
会
第
二
十
六
回
役
員
会
で
は
、「
か
ね
て
か
ら
一
般

教
育
を
全
体
的
に
取
り
上
げ
て
欲
し
い
と
い
う
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
て
日

米
合
同
科
学
会
議
の
関
係
も
あ
り
、
一
般
教
育
を
全
体
的
に
採
り
上
げ
て
検
討
す

る
必
要
性
」
が
指
摘
さ
れ
た

（
（（
（

。
一
九
六
二
年
度
に
は
、
六
月
九
日
に
神
戸
大
学
六

甲
学
舎
に
お
い
て
森
戸
辰
男
を
招
聘
し
た
「
一
般
教
育
に
関
す
る
講
演
会
」
が
開

催
さ
れ
て
い
た
。
同
講
演
に
お
い
て
、
森
戸
辰
男
は
、
日
米
教
育
文
化
会
議
の
当

面
必
要
な
状
況
の
な
か
に
一
般
教
育
の
日
米
共
同
研
究
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
理
由

の
一
つ
と
し
て
、
総
合
科
目
の
実
行
の
困
難
さ
を
伴
う
こ
と
か
ら
本
家
ア
メ
リ
カ

の
一
般
教
育
の
状
況
を
よ
く
調
べ
る
た
め
に
一
般
教
育
を
全
体
的
に
取
り
上
げ
る

必
要
性
を
述
べ
て
い
る

（
（（
（

。

　

第
二
に
、
日
米
教
育
文
化
会
議
は
、
一
九
六
二
年
一
月
二
五
日
か
ら
一
月
三
一

日
ま
で
外
務
省
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
森
戸
辰
男
は
日
本
側
議
長
を
務
め
、
最

終
日
の
一
九
六
二
年
一
月
三
一
日
に
は
「
文
化
及
び
教
育
の
交
流
に
関
す
る
第
一

回
日
米
合
同
会
議
の
最
終
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
」
が
調
印
さ
れ
た

（
（（
（

。

　

同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
で
は
、「
Ⅲ
優
先
的
に
措
置
を
必
要
と
す
る
勧
告
」に
お
け
る「
勧

告
第
２
」
の
両
国
に
と
り
共
通
の
関
心
の
存
ず
る
学
術
的
及
び
非
学
術
的
問
題
と

し
て
開
催
が
い
っ
そ
う
奨
励
す
べ
き
二
国
間
又
は
他
国
間
に
お
け
る
セ
ミ
ナ
ー
と

し
て
、
日
本
研
究
、
ア
メ
リ
カ
研
究
、
ア
ジ
ア
研
究
な
ど
に
お
け
る
特
殊
部
門
な

ど
と
共
に
、
大
学
に
お
け
る
一
般
教
育
課
程
の
問
題
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
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「
人
物
の
交
流
」
は
日
米
教
育
文
化
会
議
に
お
い
て
は
第
二
議
題
と
し
て
取
り
扱

わ
れ
た
が
、
日
本
側
は
長
々
と
現
状
を
述
べ
、
結
論
と
し
て
、
文
部
省
の
在
外
研

究
委
員
制
度
が
一
般
教
育
関
係
者
を
冷
遇
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
提
案
し
て
い

る
（
（（
（

。
こ
れ
に
関
し
て
も
、
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
第
一
回
研
究

協
議
会
協
議
（
一
般
共
通
問
題
）
の
議
題
の
４
に
て
広
島
大
学
か
ら
提
出
さ
れ
た

「
在
外
研
究
員
制
度
の
復
活
に
つ
い
て
」
は
、
総
会
に
お
い
て
議
決
事
項
と
し
て

取
り
扱
わ
れ
て
い
た

（
（（
（

。
ち
な
み
に
、
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
協
議

会
第
10
回
研
究
協
議
会
は
、
東
京
女
子
大
学
・
玉
虫
文
一
の
ほ
か
、
国
立
大
学
協

会
一
般
教
育
に
関
す
る
特
別
委
員
会
臨
時
委
員
、
日
米
教
育
文
化
会
議
に
も
縁
の

深
い
東
京
大
学
・
前
田
陽
一
を
総
会
講
演
講
師
に
迎
え
、
民
主
教
育
協
会
中
国
支

部
と
の
共
催
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る

（
（（
（

。

　

中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
第
10
回
研
究
協
議
会
に
お
け
る
要
望

は
、
森
戸
辰
男
を
中
心
と
す
る
広
島
大
学
側
で
ま
と
め
ら
れ
、
翌
一
九
六
二
年
一

月
二
五
日
に
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
会
長
名
義
で
大
学
基
準
協

会
会
長
、
上
智
大
学
学
長
・
大
泉
孝
に
提
出
さ
れ
た
。

　

一
九
六
三
年
一
月
二
九
日
に
開
催
さ
れ
た
大
学
基
準
協
会
第
三
十
三
回
理
事
会

で
は
、
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
か
ら
の
要
望
事
項
は
そ
の
実
現

方
を
文
部
省
宛
に
申
し
入
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た

（
（（
（

。
翌
日
で
あ
る
一
九
六
三
年

一
月
三
〇
日
に
は
中
央
教
育
審
議
会
会
長
か
ら
「
大
学
教
育
の
改
善
に
つ
い
て
」

が
答
申
さ
れ
、
一
九
六
三
年
三
月
三
一
日
の
国
立
学
校
設
置
法
一
部
改
正
に
よ
っ

て
国
立
大
学
に
お
け
る
教
養
部
制
度
化
要
求
が
実
現
し
た
。

　

中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
会
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
要
望
事
項

は
、
第
９
回
研
究
協
議
会
ま
で
の
要
望
事
項
を
総
合
し
た
計
六
項
目
と
第
10
回
研

究
協
議
会
総
会
、及
び
分
科
会
に
お
け
る
要
望
事
項
に
及
ん
で
い
た
。
こ
の
う
ち
、

第
10
回
研
究
協
議
会
総
会
の
要
望
事
項
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る

（
（（
（

。

　
『
一
般
教
育
研
究
会
を
国
立
大
学
協
会
な
ど
の
肝
入
り
に
よ
つ
て
、
全
国
的

に
設
け
得
る
よ
う
に
さ
れ
た
い
。
現
在
、
各
地
区
で
一
般
教
育
研
究
協
議
会
が

開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
他
地
区
と
の
連
絡
協
議
会
は
困
難
な
状
況
に
あ
る
。
各

地
区
の
研
究
成
果
、
ま
た
は
問
題
点
な
ど
を
、
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
寄
つ
て
討
議
す

れ
ば
、
一
層
大
き
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
信
ず
る
。

　

国
立
大
学
協
会
の
提
案
に
も
あ
る
よ
う
に
、
教
養
課
程
を
担
当
す
る
部
の
独

立
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
昭
和
三
十
八
年
度
の
四
大
学
に
お
け
る
「
教
養
部
」

設
置
に
つ
づ
い
て
、
で
き
る
だ
け
早
く
制
度
化
に
踏
み
き
つ
て
も
ら
い
た
い
。

そ
れ
に
よ
つ
て
研
究
と
実
践
の
面
に
お
け
る
一
層
の
充
実
と
同
時
に
、
学
生
の

補
導
と
厚
生
に
関
し
て
責
任
あ
る
態
勢
の
確
立
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

信
ず
る
』

　

前
述
し
た
件
名
「
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
よ
り
の
要
望
事
項

実
施
方
要
望
の
件　

標
記
の
件
に
関
し
て
別
紙
の
通
り
の
要
望
書
を
文
部
次
官
宛

て
に
提
出
し
て
よ
ろ
し
ゅ
う
御
座
い
ま
す
か
」
と
さ
れ
た
決
裁
書
は
、
昭
和
三
八

年
二
月
一
八
日
の
起
案
で
あ
る
。

　

大
学
基
準
協
会
第
三
十
三
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
一
九
六
三
年
一
月
二
九
日

の
前
日
で
あ
る
一
九
六
三
年
一
月
二
八
日
に
は
、
文
部
省
大
学
学
術
局
大
学
課
が

一
九
六
三
年
一
月
一
七
日
に
起
案
し
、一
九
六
三
年
一
月
二
三
日
に
決
裁
し
た「
国

立
大
学
教
養
部
設
置
計
画
に
関
す
る
書
類
の
提
出
」
が
名
古
屋
大
学
、京
都
大
学
、

大
阪
大
学
、
九
州
大
学
の
各
大
学
学
長
宛
に
一
九
六
三
年
二
月
一
五
日
を
提
出
期

限
と
し
て
文
部
省
総
務
課
か
ら
発
送
さ
れ
て
い
た

（
（（
（

。
し
か
し
そ
れ
よ
り
以
前
の
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一
九
六
二
年
一
二
月
二
〇
日
に
は
「
工
（
理
工
）
学
部
の
改
善
充
実
に
つ
い
て
（
通

知
）」が
、一
九
六
三
年
一
月
七
日
に
は「
理
学
部
の
改
善
充
実
に
つ
い
て（
通
知
）」

が
、
そ
れ
ぞ
れ
大
学
学
術
局
長
か
ら
起
案
さ
れ
て
お
り
、
一
般
教
育
関
係
の
充
実

が
要
請
さ
れ
て
い
る

（
（（
（

。

　

翌
一
九
六
三
年
度
に
は
、
一
九
六
三
年
四
月
二
〇
日
に
国
立
大
学
協
会
役
員
会

が
開
催
さ
れ
、
文
部
省
大
学
学
術
局
審
議
官
に
就
任
し
た
村
山
松
雄
に
よ
る
「
所

轄
事
項
に
関
す
る
説
明
」
が
行
わ
れ
た

（
（（
（

。
同
説
明
で
は
、
教
養
部
の
見
通
し
に
関

す
る
質
問
が
出
た
が
、
村
山
松
雄
は
、「
現
時
点
で
は
全
大
学
に
教
養
部
を
置
く

こ
と
が
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
定
員
、
教
官
数
等
も
基
準
は
決
ま
つ
て
い

な
い
が
、
専
任
教
養
担
当
教
官
が
増
え
た
時
に
初
め
て
教
養
部
と
な
り
得
る
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
定
員
増
は
簡
単
で
は
な
い
」
と
返
答
し
て
い
る
。「
第
10

回
要
望
事
項
」
は
、
文
部
省
、
及
び
大
蔵
省
の
財
政
的
措
置
と
国
立
大
学
に
お
け

る
教
養
部
制
度
化
要
求
の
相
違
の
克
服
を
も
示
唆
す
る
要
望
書
で
あ
っ
た
。

２
．
研
修
機
能
を
伴
っ
た
研
究
組
織

（
１
）
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
評
議
会

　

中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
に
お
け
る
「
全
国
集
会
」
開
催
要
求

は
、
一
九
六
三
年
四
月
の
皇
至
道
の
広
島
大
学
学
長
就
任
、
及
び
中
国
・
四
国
地

区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
会
長
就
任
後
も
、
引
き
続
き
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
う
ち
、
一
九
六
四
年
一
月
一
三
日
に
広
島
大
学
教
務
部
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
評
議
会
で
は
、
前
年
の
一
九
六
三

年
一
一
月
一
四
日
か
ら
一
一
月
一
五
日
に
か
け
て
島
根
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
第
11
回
研
究
協
議
会
に
お
け
る
結
論

を
具
体
的
に
一
歩
進
め
、
地
区
内
を
大
学
の
単
独
あ
る
い
は
集
合
し
た
研
究
体
制

づ
く
り
の
足
か
が
か
り
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
主
旨
に
基
づ
い
て
開
催
さ
れ
た

（
（（
（

。

広
島
大
学
教
養
部
長
・
羽
白
幸
雄
か
ら
も
中
国
・
四
国
地
区
に
お
け
る
大
学
の
単

独
あ
る
い
は
集
合
し
た
研
究
体
制
づ
く
り
の
足
か
が
り
の
一
つ
と
し
て
、
広
島
大

学
に
お
け
る
総
合
コ
ー
ス
の
構
想
が
披
露
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
、
中
国
・
四
国
地

区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
第
11
回
研
究
協
議
会
講
演「
一
般
教
育
の
歴
史
的
意
義
」

の
際
、
皇
至
道
は
、
具
体
的
な
歴
史
的
原
型
の
な
い
わ
が
国
で
は
一
般
教
育
の
独

自
の
審
査
の
方
法
が
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
結
ん
で
い
る

（
（（
（

。

　

皇
至
道
が
当
日
、
行
っ
た
会
長
発
言
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

（
（（
（

。

　
『
皇　

会
長
（
広
島
大
学
学
長
）

　

実
際
問
題
と
し
て
一
般
教
養
の
よ
い
方
法
を
研
究
す
る
た
め
、
学
長
会
議
で

本
年
は
特
別
委
員
会
を
設
け
て
研
究
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
今
回
は
熊
本
の
学

長
が
委
員
に
な
つ
て
お
ら
れ
、
な
か
な
か
熱
心
で
あ
り
ま
す
。
制
度
化
の
研
究

と
具
体
的
な
内
容
の
研
究
を
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
文
部
省
で

は
一
般
教
育
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
か
。
内
容
の
以
何
に
よ
つ
て
は
予
算
の

こ
と
も
考
え
て
く
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

大
学
で
は
内
容
と
制
度
問
題
を
混
同
し
て
考
え
て
い
る
向
き
が
多
い
の
で
は

な
ろ
う
か
。
文
部
省
が
八
つ
の
大
学
を
制
度
化
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
が
、

あ
る
特
定
の
基
準
が
あ
つ
て
の
こ
と
で
は
な
く
、
学
生
定
員
が
１
、０
０
０
人

以
上
の
大
学
を
独
立
さ
せ
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
実
際

に
学
部
が
幾
つ
あ
つ
た
ら
独
立
さ
せ
る
と
い
う
の
で
は
な
い
。
長
崎
あ
た
り
が

基
準
に
な
つ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
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一
般
教
育
を
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
効
果
が
あ
が
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

は
、
担
当
の
先
生
方
が
研
究
を
さ
れ
て
い
る
の
で
、
会
長
や
学
長
は
ど
う
や
つ

た
ら
教
育
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を
提
案
す
る
だ
け
で
す
。
ま
た
、
そ
の
う

ち
に
具
体
案
が
出
て
来
る
こ
と
に
な
り
ま
し
よ
う
。
一
般
教
育
研
究
会
を
ブ
ロ

ツ
ク
毎
に
つ
く
り
，
こ
れ
を
全
国
的
な
も
の
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

  　

皇　

会
長

　

現
在
ま
で
の
中
、
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　

１�

．
全
国
的
な
会
合
を
実
施
さ
れ
た
い
と
文
部
省
に
要
求
し
て
い
る
が
、
現
実

的
に
は
な
か
な
か
実
現
さ
れ
な
い
。

　

２�

．
地
区
の
研
究
委
員
会
を
つ
く
つ
て
は
ど
う
か
。
委
員
会
を
つ
く
れ
ば
し
か

た
な
く
各
大
学
で
も
つ
く
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
。
し
た
が
つ
て
、
恆
久
的

な
地
区
委
員
会
を
組
織
し
て
、
文
部
省
に
予
算
の
要
求
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。

　

３�

．
教
養
部
の
な
い
と
こ
ろ
は
、
文
部
省
発
令
の
主
事
を
お
い
て
責
任
体
制
を

明
ら
か
に
し
て
は
ど
う
か
』

　

皇
至
道
が
行
っ
た
会
長
発
言
の
う
ち
、
学
長
会
議
に
設
け
ら
れ
た
熊
本
の
学
長

が
委
員
の
特
別
委
員
会
と
は
、
自
身
も
委
員
で
あ
っ
た
第
二
次
国
立
大
学
協
会
一

般
教
育
に
関
す
る
特
別
委
員
会
で
あ
る

（
（（
（

。
同
特
別
委
員
会
は
、
一
九
六
三
年
六
月

二
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
国
立
大
学
協
会
第
二
十
九
回
役
員
会
に
お
い
て
取
り
上
げ

ら
れ
、
国
立
大
学
協
会
第
二
十
九
回
総
会
に
お
い
て
設
置
が
決
定
さ
れ
た
が
、
中

国
・
四
国
地
区
国
立
大
学
学
長
会
議
の
提
案
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
委
員
会
で
も

あ
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
措
置
も
あ
り
、
翌
一
九
六
四
年
度
を
迎
え
る
こ
ろ
に
は
、
文
部

省
の
一
般
教
育
に
対
す
る
考
え
か
た
も
変
わ
り
、「
全
国
集
会
」
に
関
し
て

五
〇
万
円
の
予
算
を
つ
け
る
よ
う
に
な
り
、
研
究
機
関
の
芽
も
出
て
入
る
と
い
う

と
こ
ろ
ま
で
至
っ
た
。

　

中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
第
12
回
研
究
協
議
会
は
、
一
九
六
四

年
一
一
月
七
日
か
ら
一
一
月
八
日
に
か
け
て
高
知
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

一
般
共
通
問
題
議
題
に
お
け
る
「
全
国
集
会
」
に
関
す
る
研
究
協
議
で
は
、
皇
至

道
は
、
文
部
省
の
予
算
措
置
に
は
研
究
施
設
も
構
想
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
を
述
べ
て
い
る

（
（（
（

。

　

一
九
六
五
年
度
に
東
京
大
学
に
設
置
が
予
定
さ
れ
る
と
さ
れ
た
研
究
施
設
の
構

想
は
、
教
授
一
、
助
教
授
一
、
助
手
一
と
い
う
陣
容
で
あ
り
、
研
究
と
研
修
を
兼

ね
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
研
究
施
設
に
お
い
て
行
わ
れ
る
研
修
は
お
お
か
が

り
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
非
常
勤
講
師
を
た
く
さ
ん
と
り
、
そ
の
予
算
も
相
当

と
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
非
常
勤
講
師
を
た
く
さ
ん
と
る
理
由
は
、
前
の
全

国
的
な
色
々
の
研
究
体
制
と
関
連
を
も
た
せ
る
た
め
と
い
う
想
像
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
た
が
、
東
京
大
学
に
設
置
さ
れ
る
研
究
施
設
は
、
一
般
教
育
三
系
列
の
ほ
か

の
一
部
門
と
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
具
体
的
に
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。

　

中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
第
12
回
研
究
協
議
会
総
会
に
お
け
る

文
部
省
そ
の
他
へ
の
要
望
事
項
は
、八
項
目
の
要
望
事
項
が
提
出
さ
れ
た
が
、「
１
、

文
部
省
内
に
大
学
一
般
教
育
担
当
官
を
指
定
さ
れ
た
い
。
２
、
国
立
施
設
の
な
か

に
大
学
一
般
教
育
に
関
す
る
研
究
機
関
を
設
置
さ
れ
た
い
。
３
、
大
学
一
般
教
育

研
究
会
全
国
集
会
を
ぜ
ひ
実
現
さ
れ
た
い
」
も
含
ま
れ
て
い
た

（
（（
（

。

　

中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
第
12
回
研
究
協
議
会
に
先
立
つ

一
九
六
四
年
一
〇
月
二
六
日
に
は
、
国
立
大
学
協
会
一
般
教
育
に
関
す
る
特
別
委
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員
会
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
文
部
省
大
学
学
術
局
大
学
課
長
・
井
内

慶
次
郎
か
ら
、
一
九
六
五
年
度
予
算
要
求
の
う
ち
、
特
に
、
一
般
教
育
に
関
す
る
、

①
教
養
部
の
設
置
、
②
一
般
教
育
研
究
施
設
の
設
置
、
③
施
設
・
設
備
の
増
額
、

④
一
般
教
育
の
学
生
経
費
の
増
額
、
⑤
教
養
部
に
お
け
る
自
然
科
学
系
に
助
手
を

配
当
す
る
、
⑥
厚
生
補
導
教
官
（
組
担
任
教
官
）
の
調
整
額
の
積
算
、
⑦
そ
の
他

一
般
教
育
教
官
の
研
究
集
会
の
事
業
費
の
要
求
な
ど
の
諸
事
項
に
関
す
る
詳
細
な

説
明
が
行
わ
れ
て
い
る

（
（（
（

。

　

井
内
慶
次
郎
に
お
け
る
文
部
省
大
学
学
術
局
大
学
課
長
の
就
任
は
一
九
六
三
年

四
月
で
あ
っ
た
が
、
井
内
慶
次
郎
に
関
し
て
は
、
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教

育
研
究
会
第
11
回
研
究
協
議
会
一
般
共
通
議
題
問
題
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
録
が

存
在
す
る

（
（（
（

。

　
『
議　
　

長

　

井
内
大
学
課
長
は
、
一
般
教
育
に
関
す
る
学
会
は
な
い
が
、
物
理
や
化
学
の

よ
う
に
一
般
教
育
に
も
学
会
を
作
つ
て
は
ど
う
か
と
い
う
話
が
あ
つ
た
。
又
旅

費
に
つ
い
て
も
一
般
教
育
と
し
て
考
え
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
た
。

　

一
般
教
育
研
究
会
は
、
中
、
四
国
地
区
の
ほ
か
に
も
九
州
地
区
に
も
あ
る
が
、

個
々
の
大
学
に
も
当
た
る
だ
け
当
た
つ
て
、
資
料
を
収
集
す
る
と
い
う
こ
と
で

や
つ
て
ゆ
き
ま
し
よ
う
。

　
　

広
島
大
学
（
羽
白
部
長
）

　

井
内
大
学
課
長
は
、
広
島
出
身
で
私
の
後
輩
に
な
る
の
で
、
私
的
考
え
よ
う

に
よ
つ
て
は
半
公
式
に
な
る
が
学
部
長
さ
ん
方
と
共
に
話
す
機
会
を
設
け
た
い

と
考
え
て
い
る

　
　
（
全
員
お
願
い
す
る
の
声
あ
り
）』

　

大
学
一
般
教
育
研
究
会
に
関
し
て
は
、
一
九
六
二
年
度
ま
で
の
段
階
で
国
立
大

学
協
会
と
は
異
な
っ
て
学
会
の
よ
う
な
組
織
で
あ
る
と
い
う
見
解
も
存
在
し
て
い
た

（
（（
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
第
11
回
研
究
協
議
会

一
般
共
通
問
題
議
題
に
お
け
る
記
録
か
ら
す
る
限
り
、
井
内
慶
次
郎
の
一
般
教
育

に
関
す
る
学
会
に
関
す
る
発
言
は
、
広
島
高
等
学
校
出
身
に
よ
る
広
島
大
学
関
係

者
と
の
縁
の
深
さ
は
も
と
よ
り
、
前
述
し
た
皇
至
道
の
見
識
と
広
島
大
学
教
養
部

に
お
け
る
チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
な
ど
の
実
績
と
の
結
合
性
が
垣
間
見
ら
れ
る

（
（（
（

。

　

中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
第
12
回
研
究
協
議
会
一
般
共
通
問
題

議
題
に
お
け
る
記
録
と
総
会
に
お
け
る
文
部
省
そ
の
他
の
要
望
事
項
は
、
前
述
し

た
国
立
大
学
協
会
一
般
教
育
に
関
す
る
特
別
委
員
会
報
告
書
『
大
学
に
お
け
る
一

般
教
育
に
つ
い
て
』
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
た
現
場
か
ら
の
要
望
事
項
の
発
展

と
深
化
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

（
２
）
答
申
「
大
学
設
置
基
準
の
改
善
要
領
に
つ
い
て
」

　

一
般
教
育
に
関
す
る
学
会
構
想
に
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、「
全
国
集
会
」
開

催
要
求
は
、
一
九
六
四
年
度
に
は
予
算
的
措
置
に
止
ま
ら
ず
、
研
修
体
制
を
含
ん

だ
研
究
施
設
の
要
求
ま
で
高
め
ら
れ
た
。

　

し
か
し
一
九
六
五
年
九
月
九
日
か
ら
九
月
一
〇
日
に
か
け
て
愛
媛
大
学
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
第
13
回
研
究
協
議
会
以

降
、「
全
国
集
会
」
に
関
連
す
る
研
究
協
議
の
記
録
は
見
当
た
ら
ず
、
文
部
省
そ

の
他
の
要
望
事
項
の
な
か
に
も
「
全
国
集
会
」
開
催
要
求
が
提
出
さ
れ
な
く
な
っ
た

（
（（
（

。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
大
学
一
般
教
育
研
究
会
に
お
い
て
試
み
ら
れ
た
全
国
的
組

織
化
は
、
独
立
性
の
あ
る
支
部
で
あ
る
地
区
研
究
会
に
お
け
る
連
絡
協
議
会
の
結
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成
で
あ
っ
た
。
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
に
お
け
る「
全
国
集
会
」

開
催
要
求
の
経
緯
の
特
徴
は
、国
立
大
学
協
会
一
般
教
育
に
関
す
る
特
別
委
員
会
、

あ
る
い
は
中
国
・
四
国
地
区
国
立
大
学
学
長
会
議
な
ど
の
推
進
体
と
の
連
動
性
の

上
に
成
立
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
大
学
一
般
教
育
研
究
会
の
基
盤
と
も
い
え
る
各

大
学
に
お
け
る
一
般
教
育
研
究
会
が
学
長
の
統
括
す
る
全
学
的
組
織
で
あ
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
事
実
、
中
国
・
四
国
地
区
国
立
大
学
学
長
会
議
が
一
九
六
七

年
五
月
二
六
日
に
国
立
大
学
協
会
会
長
宛
に
提
出
し
た
要
望
書
の
要
望
事
項
は

「
学
生
の
課
外
活
動
の
た
め
の
施
設
に
関
す
る
要
望
に
つ
い
て
」「
大
学
附
属
図
書

館
の
急
速
な
整
備
充
実
に
つ
い
て
」
の
要
望
で
あ
り
、
一
般
教
育
そ
の
も
の
に
関

す
る
要
望
と
も
言
い
難
い
要
望
で
あ
っ
た

（
（（
（

。

　

実
質
的
な
推
進
体
で
あ
っ
た
第
二
次
国
立
大
学
協
会
一
般
教
育
に
関
す
る
特
別

委
員
会
は
、
一
九
六
五
年
六
月
二
四
日
に
開
催
さ
れ
た
国
立
大
学
協
会
第
三
十
四

回
総
会
に
お
い
て
大
学
基
準
全
般
に
わ
た
っ
て
検
討
す
る
国
立
大
学
協
会
大
学
設

置
基
準
特
別
委
員
会
に
切
り
替
え
ら
れ
た

（
（（
（

。
こ
れ
は
、
第
二
次
国
立
大
学
協
会
一

般
教
育
に
関
す
る
特
別
委
員
会
委
員
長
で
あ
っ
た
熊
本
大
学
学
長
・
本
田
弘
人
の

退
任
以
降
、
同
特
別
委
員
会
が
休
会
状
態
に
な
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。

　

国
立
大
学
協
会
が
大
学
設
置
基
準
特
別
委
員
会
へ
の
切
り
替
え
を
行
っ
た
理
由

は
、
一
九
六
五
年
三
月
三
一
日
に
大
学
設
置
審
議
会
大
学
基
準
等
研
究
協
議
会
が

行
っ
た
「
大
学
設
置
基
準
の
改
善
要
領
に
つ
い
て
」
の
文
部
大
臣
へ
の
答
申
後
、

同
研
究
協
議
会
が
解
散
し
た
こ
と
に
伴
う
一
般
教
育
特
別
委
員
会
の
拡
充
の
観
点

で
あ
っ
た
。

　

同
特
別
委
員
会
の
審
議
対
象
で
も
あ
っ
た
大
学
設
置
審
議
会
大
学
基
準
等
研
究

協
議
会
答
申
「
大
学
設
置
基
準
の
改
善
要
領
に
つ
い
て
」
は
、
一
九
四
七
年
七
月

八
日
に
制
定
さ
れ
た
大
学
基
準
協
会
「
大
学
基
準
」
の
全
面
的
な
改
訂
を
示
唆
し

た
答
申
で
あ
っ
た
が
、
一
九
六
七
年
度
に
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い
た
大
学
設
置
基

準
の
一
部
改
正
を
念
頭
に
お
い
た
上
で
の
答
申
で
も
あ
っ
た
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
大
学
設
置
審
議
会
答
申
「
大
学
設
置
基
準
の
改
善
要
領
に
つ

い
て
」は
、当
初
の
予
定
で
あ
っ
た
一
九
六
七
年
度
の
即
時
実
施
が
見
送
ら
れ
た
。

同
答
申
に
お
け
る
即
時
実
施
の
見
送
り
に
影
響
力
を
与
え
た
の
は
、
一
般
教
育
研

究
関
係
諸
団
体
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
書
で
あ
っ
た
が
、
国
立
大
学
協
会
大
学
設

置
基
準
特
別
委
員
会
に
お
け
る
同
特
別
委
員
会
の
審
議
の
集
大
成
と
も
い
え
る

一
九
六
七
年
二
月
四
日
に
提
出
し
た
意
見
書
は
、
即
時
停
止
の
見
送
り
に
直
接
的

な
影
響
力
を
与
え
た

（
（（
（

。

　

国
立
大
学
協
会
大
学
設
置
基
準
特
別
委
員
会
に
お
け
る
審
議
は
、
一
九
六
七
年

六
月
二
六
日
に
開
催
さ
れ
た
国
立
大
学
協
会
第
39
回
総
会
に
お
い
て
国
立
大
学
協

会
教
養
課
程
に
関
す
る
特
別
委
員
会
に
継
承
さ
れ
た
。
し
か
し
同
委
員
会
に
お
い

て
審
議
さ
れ
た
一
般
教
育
に
関
す
る
専
任
教
員
を
お
く
こ
と
な
ど
や
一
般
教
育
と

専
門
教
育
の
関
係
は
、
大
学
基
準
全
般
に
わ
た
る
審
議
と
も
言
い
得
る
性
質
を
も

も
っ
て
い
た
。
事
実
、
国
立
大
学
協
会
教
養
課
程
に
関
す
る
特
別
委
員
会
が

一
九
六
九
年
一
一
月
二
五
日
に
提
出
し
た
意
見
書
は
、「
現
行
の
大
学
設
置
基
準

の
全
面
的
な
改
訂
が
必
要
に
な
る
も
の
と
し
て
、
一
般
教
育
に
関
連
あ
る
設
置
基

準
の
一
部
を
、
次
の
如
く
改
訂
す
る
よ
う
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
大
学

設
置
審
議
会
大
学
基
準
等
研
究
協
議
会
答
申
「
大
学
設
置
基
準
の
改
善
要
領
に
つ

い
て
」
を
全
面
的
に
支
持
す
る
方
向
に
転
じ
た

（
（（
（

。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
間
の
一
九
六
五
年
度
か
ら
一
九
六
六
年
度
に
か
け
て
、
北
海

道
大
学
か
ら
九
州
大
学
に
か
け
て
の
各
総
合
大
学
計
一
七
名
に
よ
る
文
部
省
総
合



― 28―

志津木　敬　　大学一般教育研究会における全国的組織化に関する考察（その３）

研
究
予
算
「
大
学
に
お
け
る
一
般
教
育
の
実
施
方
法
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」
が

実
施
さ
れ
て
い
た

（
（（
（

。
一
九
六
七
年
度
に
し
て
も
、
五
月
に
は
東
海
・
北
陸
地
区
国

立
大
学
学
長
会
議
が
国
立
大
学
協
会
会
長
宛
に
「
教
養
課
程
に
お
け
る
助
手
定
員

の
充
実
に
関
す
る
要
望
書
」
を
提
出
し
て
い
る

（
（（
（

。

　

周
知
の
よ
う
に
、
翌
一
九
七
〇
年
八
月
三
一
日
に
実
施
さ
れ
た
自
由
化
と
称
さ

れ
る
省
令
大
学
設
置
基
準
の
一
部
改
正
は
、
大
学
設
置
審
議
会
大
学
基
準
等
研
究

協
議
会
答
申
「
大
学
設
置
基
準
の
改
善
要
領
に
つ
い
て
」
を
部
分
的
に
実
施
さ
れ

た
一
部
改
正
で
も
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
前
述
し
た
国
立
大
学
協
会
教
養
課
程
に

関
す
る
特
別
委
員
会
が
提
出
し
た
意
見
書
の
直
前
で
あ
る
一
九
六
九
年
八
月
七
日

に
は
、
議
員
立
法
「
大
学
管
理
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
」
が
五
年
以
内
限
定
と
い

う
条
件
つ
き
で
交
付
さ
れ
、
八
月
一
七
日
に
施
行
さ
れ
て
い
る
。

　
「
大
学
一
般
教
育
研
究
会
設
立
趣
意
書
」
に
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
大
学
一

般
教
育
研
究
会
に
お
い
て
試
み
ら
れ
た
全
国
的
組
織
化
は
、
現
場
か
ら
提
出
さ
れ

る
要
望
事
項
に
立
脚
し
た
企
画
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
大
学
自
治
に
立
脚
し
た
要
望

事
項
で
も
あ
る
。
大
学
一
般
教
育
に
関
す
る
研
究
機
関
に
し
て
も
、
ほ
ぼ
一
九
五
〇

年
度
の
大
学
管
理
法
試
案
に
沿
っ
て
い
た
。「
全
国
集
会
」
開
催
要
求
に
関
す
る

中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
に
お
け
る
動
向
は
一
九
六
五
年
度
ま
で

行
わ
れ
、
一
九
六
九
年
度
に
は
不
成
立
に
終
わ
っ
た
と
い
え
る
経
緯
を
た
ど
っ
た

と
い
え
る
。

３
．
考　

察

　

大
学
設
置
審
議
会
答
申
「
大
学
設
置
基
準
の
改
善
に
つ
い
て
」
は
、
一
九
五
七

年
度
以
来
の
大
学
設
置
審
議
会
学
部
等
設
置
基
準
協
議
会
に
お
け
る
研
究
成
果
に

基
づ
い
た
答
申
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
前
述
し
た
一
九
六
四
年
一
〇
月
二
六
日
に

開
催
さ
れ
た
国
立
大
学
協
会
一
般
教
育
に
関
す
る
特
別
委
員
会
に
お
け
る
井
内
慶

次
郎
が
行
っ
た
説
明
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
山
形
大
学
学
長
、
及
び
東
京
家
政
学

院
大
学
学
長
・
関
口
勲
を
主
査
と
す
る
大
学
設
置
基
準
一
般
教
育
部
会
に
お
け
る

基
本
は
、
中
教
審
答
申
、
及
び
国
大
協
の
一
般
教
育
報
告
で
あ
っ
た

（
（（
（

。

　
「
大
学
設
置
基
準
の
改
善
要
領
に
つ
い
て
」
に
関
し
て
は
、
基
礎
教
育
科
目
の

性
質
と
共
に
、
教
室
内
学
習
時
間
の
比
率
の
増
加
が
争
点
に
な
っ
た
。
そ
の
意
味

で
は
、
大
学
設
置
審
議
会
大
学
基
準
等
研
究
協
議
会
単
位
制
度
部
会
に
お
け
る
研

究
協
議
に
よ
る
影
響
と
も
言
い
得
る
性
質
を
も
っ
て
い
る
。

　

同
単
位
制
度
部
会
主
査
は
、
明
治
大
学
総
長
・
佐
々
木
吉
郎
で
あ
っ
た
。
佐
々
木

吉
郎
は
、
一
九
六
一
年
一
〇
月
二
七
日
か
ら
一
〇
月
二
八
日
に
か
け
て
山
形
大
学

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
第
11
回
東
北
・
北
海
道
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
に
て

『
一
般
教
育
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
』
と
題
す
る
講
演
を
行
っ
て
い
る
。

　

同
講
演
で
は
、
佐
々
木
吉
郎
は
、
二
系
列
主
義
、
単
位
制
度
に
お
け
る
ポ
イ
ン

ト
制
と
学
生
制
の
併
用
を
提
唱
し
つ
つ
、「
先
般
大
学
設
置
審
議
会
の
総
会
が
ご

ざ
い
ま
し
た
が
、
そ
の
席
上
、
小
林
大
学
々
術
課
長
が
、
設
置
基
準
も
時
代
に
合

わ
せ
現
在
の
要
請
に
応
じ
て
改
正
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
と
申
さ
れ

ま
し
た
。
恐
ら
く
、
近
く
、
大
学
設
置
基
準
改
正
の
委
員
会
が
設
け
ら
れ
る
か
と

思
い
ま
す
。
そ
の
と
き
に
当
た
り
ま
し
て
も
、
一
般
教
育
そ
の
も
の
が
ま
た
問
題

に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
が
活
発
に
御
議
論
下
さ
っ
て
益
々
建
設
的
意
見

を
お
出
し
頂
け
る
な
ら
ば
幸
と
存
じ
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る

（
（（
（

。

　

佐
々
木
吉
郎
が
述
べ
て
い
た
一
般
教
育
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
課
程
と
は
、
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一
九
五
八
年
八
月
二
五
日
に
開
催
さ
れ
た
第
一
二
三
回
大
学
基
準
協
会
議
事
抄
録

「
２　

学
部
学
科
に
つ
い
て
」
の
事
項
に
お
け
る
学
習
課
程
で
あ
っ
た

（
（（
（

。
佐
々
木

吉
郎
は
、
大
学
基
準
協
会
一
般
教
育
研
究
委
員
会
長
と
し
て
同
講
演
を
行
っ
て
い

た
。
大
学
基
準
協
会
で
は
そ
の
直
後
で
あ
る
一
九
六
一
年
一
一
月
一
五
日
に
、

一
九
五
九
年
九
月
一
一
日
以
来
、
開
催
さ
れ
な
か
っ
た
大
学
基
準
協
会
一
般
教
育

委
員
会
に
お
け
る
会
議
が
再
開
さ
れ
て
い
る

（
（（
（

。

　

し
か
し
一
九
六
五
年
六
月
五
日
か
ら
六
月
六
日
に
か
け
て
神
戸
商
船
大
学
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
近
畿
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
第
31
回
研
究
協
議
会
総
会
講

演
「
大
学
設
置
基
準
の
改
善
要
領
に
つ
い
て
」
の
講
師
で
あ
っ
た
同
志
社
大
学
学

長
・
上
野
直
蔵
は
、「
大
学
基
準
等
研
究
協
議
会
と
大
学
基
準
協
会
の
関
係
は
、

大
学
基
準
協
会
と
文
部
省
と
の
つ
な
が
り
が
な
い
も
の
の
、
委
員
は
昭
和
29
年
に

任
命
さ
れ
た
者
と
変
わ
つ
て
お
ら
ず
、
大
学
基
準
等
研
究
協
議
会
答
申
と
大
学
基

準
協
会
の
意
見
は
、
大
学
基
準
協
会
が
研
究
、
協
議
し
た
事
柄
に
つ
い
て
委
員
会

を
構
成
し
、
こ
れ
を
協
議
し
て
い
る
が
、
そ
の
意
見
が
取
り
入
れ
た
り
、
取
り
入

れ
ら
れ
な
か
つ
た
り
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
」
と
回
答
し
て
い
る

（
（（
（

。

　

近
畿
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
第
31
回
研
究
協
議
会
総
会
講
演
当
時
の
上
野

直
蔵
は
、
大
学
基
準
協
会
一
般
教
育
研
究
委
員
会
委
員
長
と
大
学
基
準
協
会
単
位

制
度
研
究
分
科
会
委
員
長
で
あ
っ
た
。

　

大
学
設
置
審
議
会
の
半
数
は
、
大
学
基
準
協
会
の
推
薦
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ

る
。
佐
々
木
吉
郎
に
関
し
て
い
え
ば
、
答
申
「
大
学
設
置
基
準
の
改
善
要
領
に
つ

い
て
」
に
は
大
学
設
置
審
議
会
副
会
長
と
し
て
も
関
与
し
て
お
り
、
大
学
基
準
協

会
で
は
一
九
五
九
年
度
以
降
、
大
学
基
準
協
会
基
準
委
員
会
委
員
長
も
歴
任
し
て

い
る
。

　

一
九
六
四
年
二
月
一
一
日
に
開
催
さ
れ
た
大
学
基
準
協
会
第
一
回
基
準
委
員
会

の
議
事
抄
録
に
は
、
中
央
教
育
審
議
会
答
申
「
大
学
教
育
の
改
善
に
つ
い
て
」
の

字
句
解
釈
と
同
答
申
の
要
望
事
項
に
つ
い
て
触
れ
た
討
議
の
意
見
の
な
か
に
「
今

後
、
一
般
教
育
と
基
礎
教
育
を
区
別
し
た
基
準
を
考
え
て
案
を
作
つ
て
見
て
は
ど

う
か
」
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
と
い
う
記
録
も
存
在
す
る

（
（（
（

。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、「
全
国
集
会
」
開
催
要
求
に
し
て
も
、
第
８
回
東
北
・
北

海
道
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
全
体
会
議
講
演
に
お
い
て
佐
々
木
吉
郎
が
行
っ

た
提
案
で
あ
っ
た
「
大
学
一
般
教
育
研
究
十
周
年
全
国
大
会
」
に
溯
ら
れ
る
。
そ

の
際
、
佐
々
木
吉
郎
は
、
一
般
教
育
科
目
の
総
単
位
化
の
見
解
を
紹
介
し
た
上
で
、

教
育
内
容
よ
り
も
教
授
法
の
改
善
を
提
唱
し
て
い
た

（
（（
（

。

　

国
立
大
学
協
会
に
お
け
る
一
般
教
育
関
連
の
特
別
委
員
会
の
設
置
経
緯
に
し
て

も
、
一
般
教
育
そ
の
も
の
に
関
す
る
研
究
が
優
っ
て
い
た
も
の
の
、
最
終
的
に
は

大
学
設
置
基
準
全
般
が
優
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
は
、一
九
六
四
年
度
以
降
、

い
わ
ゆ
る
委
員
会
か
ら
昇
格
し
た
教
養
部
の
予
算
が
低
か
っ
た
こ
と
も
見
逃
せ
な

か
っ
た
に
せ
よ
、
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
に
お
け
る
動
向
は
、

大
学
設
置
審
議
会
が
一
旦
、
国
立
大
学
教
養
部
制
度
化
要
求
の
動
向
を
う
か
が
っ

て
い
た
と
も
言
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。「
全
国
集
会
」開
催
要
求
の
背
景
に
あ
っ

た
一
般
教
育
導
入
十
年
を
契
機
に
し
た
見
直
し
は
、
大
学
設
置
審
議
会
大
学
設
置

基
準
に
関
す
る
連
絡
協
議
会
の
審
議
の
席
上
で
出
て
い
た
事
柄
で
も
あ
っ
た
。「
大

学
一
般
教
育
研
究
会
全
国
連
合
会
」
の
立
ち
消
え
と
同
一
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
点
で
は
、「
全
国
集
会
」
開
催
要
求
の
不
成
功
は
、
大
学
設
置
審
議
会
と
大
学

基
準
協
会
の
構
造
に
起
因
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
学
設
置
審
議
会
は
、

一
九
五
一
年
度
の
時
点
で
は
、
一
般
教
育
担
当
者
の
業
績
に
一
般
教
育
研
究
集
会
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に
お
け
る
研
究
発
表
も
含
め
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
た

（
（（
（

。
そ
の
考
察
は
、
大
学
一

般
教
育
研
究
会
に
お
い
て
試
み
ら
れ
た
全
国
的
組
織
化
の
不
成
立
に
関
す
る
考
察

と
い
う
べ
き
性
質
を
も
っ
て
い
る
。

　
「
全
国
集
会
」
に
関
す
る
動
向
は
、
東
北
・
北
海
道
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究

会
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
る
。
東
北
・
北
海
道
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
に
お

け
る
動
向
は
、
民
主
教
育
協
会
「
大
学
教
育
研
究
セ
ミ
ナ
ー
」
と
の
共
催
と
し
て

企
画
が
採
択
さ
れ
、
一
九
六
一
年
度
か
ら
一
九
六
三
年
度
に
か
け
て
民
主
教
育
協

会
や
近
畿
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
、
国
立
五
大
学
教
養
（
学
）
部
長
会
議
な

ど
と
の
公
式
、
非
公
式
の
折
衝
が
行
わ
れ
た

（
（（
（

。

　

東
北
・
北
海
道
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
に
お
け
る
動
向
は
最
終
的
に
は
研

究
会
改
革
問
題
の
一
環
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
、
一
九
六
三
年
度
に
は
不
成
功
に
終

わ
っ
た
。
そ
れ
は
、
文
部
省
共
催
に
よ
る
研
究
集
会
の
運
営
方
式
も
影
響
し
て
い

た
が
、「
全
国
集
会
」
が
研
究
発
表
会
形
式
に
な
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
た
。

こ
の
こ
と
に
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
こ
の
期
間
は
、
い
わ
ゆ
る
一
般
教
育
に
関

す
る
教
育
学
的
研
究
が
芽
生
え
つ
つ
あ
る
期
間
で
も
あ
っ
た
。

　

大
学
基
準
協
会
所
蔵
資
料『
一
般
教
育
研
究
委
員
会　

昭
和
32
年

－

昭
和
38
年
』

に
は
、
一
九
六
一
年
一
月
三
〇
日
に
民
主
教
育
協
会
事
務
局
会
議
室
に
お
い
て
開

催
さ
れ
る
「『
大
学
に
お
け
る
一
般
教
育
』
に
つ
い
て
の
留
学
研
究
報
告
会
ご
あ

ん
な
い
」
が
一
九
六
一
年
一
月
一
四
日
づ
け
発
信
で
収
録
さ
れ
て
い
る
。
大
阪
大

学
・
扇
谷
尚
が
行
っ
た
留
学
研
究
報
告
は
、
一
九
六
〇
年
度
に
第
四
回
Ｉ
Ｄ
Ｅ
海

外
派
遣
留
学
者
と
し
て
行
っ
た
欧
米
諸
大
学
に
お
け
る
一
般
教
育
実
施
形
態
の
視

察
、
及
び
研
究
成
果

（
（（
（

で
あ
り
、
翌
一
九
六
二
年
七
月
二
〇
日
に
Ｉ
Ｄ
Ｅ
教
育
資
料

第
二
三
集
扇
谷
尚
著
『
ア
メ
リ
カ
の
諸
大
学
に
お
け
る
一
般
教
育
』
と
し
て
出
版

さ
れ
る
。

　

扇
谷
尚
は
、
一
九
五
五
年
度
の
大
阪
大
学
文
学
部
教
育
技
術
学
講
座
助
教
授
就

任
後
、
民
主
教
育
協
会
近
畿
支
部
の
活
動
を
一
人
で
行
っ
て
い
た

（
（（
（

。
そ
の
関
係
も

あ
り
、
一
九
六
一
年
六
月
一
〇
日
か
ら
六
月
一
一
日
に
か
け
て
和
歌
山
大
学
学
芸

学
部
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
近
畿
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
第
23
回
研
究
協
議

会
総
会
講
演
講
師
に
招
聘
さ
れ
た
。
こ
れ
を
契
機
に
し
て
、
扇
谷
尚
は
近
畿
地
区

大
学
一
般
教
育
研
究
会
に
も
関
与
す
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
六
六
年
度
に
は
地
区

委
員
制
度
・
専
門
委
員
制
度
に
新
た
に
設
け
ら
れ
た
一
般
教
育
専
門
委
員
に
就
任

す
る
。
近
畿
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
専
門
委
員
就
任
は
結
果
的
に
は
、
扇
谷

尚
の
一
般
教
育
学
会
初
代
会
長
選
出
に
も
つ
な
が
っ
た

（
（（
（

。

　

近
畿
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
で
は
、
一
九
六
八
年
一
〇
月
三
一
日
、
大
学

一
般
教
育
研
究
の
展
望
の
会
刊
行
会
編
『
近
畿
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
報
告

集  

大
学
一
般
教
育
の
展
望
』
を
刊
行
す
る
。
扇
谷
尚
は
、
同
編
著
に
お
け
る
自

由
公
募
論
文
に
お
い
て
も
「
一
般
教
育
の
日
米
比
較
」
を
寄
稿
し
、「
日
本
の
大

学
は
、
自
由
学
芸
教
育
の
伝
統
に
か
け
て
い
た
た
め
、
一
般
教
育
を
自
由
教
育
の

中
核
部
分
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
従
来
の
専
門
教
育
に
一
般
教
育
を

つ
け
た
せ
ば
よ
い
と
単
純
に
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
に
誤
謬
が
あ
っ
た
」
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る

（
（（
（

。

　

こ
の
指
摘
は
、
一
般
教
育
と
専
門
教
育
の
結
合
で
あ
る
が
、
わ
が
国
に
お
け
る

自
由
学
芸
教
育
の
伝
統
の
欠
如
に
も
言
及
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

一
九
七
九
年
一
二
月
八
日
に
わ
が
国
最
初
の
一
般
教
育
研
究
に
関
す
る
全
国
的
組

織
と
し
て
設
立
さ
れ
た
一
般
教
育
学
会
の
英
文
名
称
の
基
礎
で
あ
るLiberal 

and General Education

が
意
味
す
る
「
自
由
教
育
（Liberal Education

）
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の
知
的
土
壌
が
伴
わ
れ
て
こ
そ
一
般
教
育
と
専
門
教
育
は
結
合
す
る
」
に
ほ
か
な

ら
な
い

（
（（
（

。

　

Liberal and General Education

は
、
扇
谷
尚
に
お
け
る
発
達
支
援
に
基
づ

く
一
般
教
育
観
と
大
概
念
で
あ
る
変
動
的
社
会
に
お
け
る
文
化
的
再
統
合
と
の
有

機
的
関
連
性
は
も
と
よ
り
、
社
会
改
良
の
範
囲
か
ら
生
ず
る
教
育
課
程
編
成
論
と

応
用
社
会
学
と
し
て
の
教
育
社
会
学
（educational sociology

）
の
内
面
的
関

連
性
を
示
唆
し
て
い
る

（
（（
（

。

　

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
大
学
一
般
教
育
研
究
会
に
お
い
て
試
み
ら
れ
た
全
国
的

組
織
化
は
、
一
般
教
育
研
究
に
関
す
る
全
国
的
組
織
の
設
立
経
緯
で
も
あ
る
。
扇

谷
尚
に
関
し
て
も
、
一
九
六
四
年
度
に
は
国
立
大
学
協
会
第
五
常
置
委
員
会
専
門

委
員
を
歴
任
し
、
少
し
遅
れ
た
一
九
七
二
年
度
に
は
広
島
大
学
大
学
教
育
研
究
セ

ン
タ
ー
客
員
研
究
員
に
就
任
し
て
い
た
。

　

一
般
教
育
学
会
の
英
文
名
称
で
あ
るLiberal and General Education 

Society of Japan

は
、
大
学
教
育
学
会
に
お
い
て
も
英
文
名
称
に
継
承
さ
れ
、

今
日
に
至
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
前
述
し
た
大
学
一
般
教
育
研
究
会
に
お

い
て
試
み
ら
れ
た
全
国
的
組
織
化
に
関
す
る
考
察
は
、
一
般
教
育
そ
の
も
の
に
関

す
る
研
究
が
規
範
科
学
的
側
面
と
政
策
科
学
的
側
面
の
双
方
を
含
む
よ
う
に
な
っ

た
観
点
か
ら
考
察
さ
れ
る
必
要
性
を
う
か
が
わ
せ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
は
、
さ
ら

に
次
の
二
点
が
指
摘
で
き
る
。

　

第
一
に
、
大
学
一
般
教
育
研
究
会
に
関
し
て
は
、
大
学
基
準
・
大
学
設
置
基
準

の
運
用
と
解
釈
に
関
す
る
研
究
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
大
学
一
般
教
育
研
究
会
地

区
研
究
会
の
結
成
が
本
格
化
し
た
の
は
一
九
五
一
年
度
で
あ
っ
た
。
一
九
五
一
年

度
は
、
自
然
科
学
系
列
に
お
け
る
文
科
系
・
理
科
系
共
通
の
一
本
立
て
か
ら
文
科

系
と
理
科
系
双
方
の
教
育
内
容
を
わ
け
る
、
い
わ
ゆ
る
二
本
立
て
が
容
認
さ
れ
た

年
度
で
あ
っ
た

（
（（
（

。

　

し
か
し
そ
れ
は
一
九
五
一
年
六
月
二
一
日
に
行
わ
れ
た
大
学
基
準
協
会
「
大
学

基
準
」
改
訂
に
お
け
る
「
一
般
教
養
科
目
」
か
ら
「
一
般
教
育
科
目
」
へ
の
統
一

後
の
動
向
で
も
あ
っ
た
。

　
「
大
学
一
般
教
育
研
究
会
設
立
趣
意
書
」
が
作
成
さ
れ
た
一
九
五
〇
年
度
に
は
、

文
部
省
か
ら
「
新
制
大
学
に
お
け
る
一
般
教
養
と
専
門
教
養
の
連
絡
／
新
制
大
学

に
お
け
る
一
般
教
養
と
専
門
教
養
の
履
修
」
が
配
布
さ
れ
て
い
る

（
（（
（

。「
一
般
教
養

科
目
」
か
ら
「
一
般
教
育
科
目
」
へ
の
統
一
は
、
一
般
教
育
が
、「
一
般
教
養
科

目
と
は
社
会
科
学
人
文
科
学
及
び
自
然
科
学
に
属
す
る
科
目
で
あ
つ
て
学
生
の
一

般
教
育
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
科
目
」、
す
な
わ
ち
広
領
域
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中

核
原
理
（broad field curriculum

）
か
ら
科
目
と
し
て
の
展
開
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
前
述
し
た
一
般
教
養
科
目
に
関
す
る
定
義
は
、

一
九
四
七
年
五
月
末
に
作
成
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
大
学
設
立
基
準
制
定
協
議
会

工
学
部
会
に
お
け
る
講
座
と
講
義
科
目
の
関
係
の
際
に
Ｃ
Ｉ
Ｅ
と
の
関
連
性
か
ら

要
請
さ
れ
た
「
用
語
の
定
義
（
案
）」
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
た

（
（（
（

。「
用
語
の
定

義
（
案
）」
作
成
の
要
望
を
出
し
た
の
は
、東
京
帝
国
大
学
第
一
工
学
部
長
で
あ
っ

た
亀
山
直
人
で
あ
っ
た
が
、
亀
山
直
人
は
一
九
五
一
年
二
月
一
〇
日
に
は
日
本
学

術
会
議
会
長
と
し
て
大
学
設
置
審
議
会
会
長
、
東
京
工
業
大
学
学
長
・
和
田
小
六

か
ら
照
会
の
あ
っ
た
四
種
類
の
学
位
の
称
号
に
対
し
て
反
対
意
見
を
表
明
し
て
い

た
（
（（
（

。

　

大
学
設
置
審
議
会
会
長
が
行
っ
た
学
士
号
の
種
別
に
対
す
る
照
会
に
関
し
て

は
、
一
九
五
一
年
二
月
一
四
日
に
は
国
立
大
学
協
会
会
長
か
ら
も
「
學
士
號
の
種
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別
に
つ
い
て
」
が
、
一
九
五
一
年
二
月
一
六
日
に
は
大
学
基
準
協
会
会
長
か
ら
も

「
學
士
號
に
つ
い
て
の
大
學
設
置
審
議
會
へ
の
回
答
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
提
出
さ
れ

て
い
る

（
（（
（

。
そ
の
う
ち
、
前
者
で
あ
る
国
立
大
学
協
会
会
長
に
よ
る
「
學
士
號
の
種

別
に
つ
い
て
」
に
お
け
る
「
否
」
は
、
新
制
大
学
に
お
け
る
一
般
教
養
を
過
大
に

重
視
し
た
こ
と
に
対
す
る
批
判
で
あ
っ
た
。

　

前
述
し
た
一
九
七
〇
年
八
月
三
一
日
に
実
施
さ
れ
た
省
令
大
学
設
置
基
準
の
一

部
改
正
の
際
、
文
部
次
官
・
村
山
松
雄
は
、「
設
置
基
準
の
改
正
な
ら
二
段
で
も

法
律
改
正
の
前
に
で
も
や
っ
て
い
き
ま
す
」と
発
言
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、

一
九
六
二
年
一
〇
月
九
日
か
ら
一
〇
月
一
〇
日
に
か
け
て
室
蘭
工
業
大
学
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
第
12
回
東
北
・
北
海
道
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
全
体
会
議
講

演
「
一
般
教
育
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
行
っ
て
い
た
発
言
で
あ
っ
た

（
（（
（

。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
各
大
学
に
お
け
る
一
般
教
育
研
究
委
員
会
は
、
大
学
管
理

法
の
な
か
に
含
ま
れ
る
も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
た
。
四
種
類
の
学
位
の
称
号

は
、
一
般
教
育
に
関
す
る
法
制
上
の
保
証
で
も
あ
り
、
大
学
一
般
教
育
研
究
会
に

お
け
る
研
究
協
議
の
前
提
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
性
質
も
も
っ
て
い
る
。事
実
、

一
九
五
四
年
五
月
四
日
に
明
治
大
学
大
学
院
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
第
四
回
大
学

基
準
協
会
一
般
教
育
研
究
会
議
で
は
、
学
士
号
が
そ
の
頭
に
細
分
化
さ
れ
た
修
飾

語
を
つ
け
る
の
は
望
ま
し
く
な
い
と
い
う
意
見
も
出
さ
れ
て
い
た

（
（（
（

。
大
学
一
般
教

育
研
究
会
に
お
い
て
試
み
ら
れ
た
全
国
的
組
織
化
の
不
成
立
は
、
大
学
基
準
協
会

と
国
立
大
学
協
会
、
そ
れ
ぞ
れ
の
推
進
者
に
お
い
て
限
界
を
伴
っ
た
企
画
で
あ
っ
た
。

　

第
二
に
、
大
学
一
般
教
育
研
究
会
に
お
い
て
試
み
ら
れ
た
全
国
的
組
織
化
の
基

本
は
、
地
区
研
究
会
相
互
間
に
お
け
る
自
主
的
な
大
同
団
結
で
あ
る
。
し
か
し
地

区
研
究
会
相
互
間
の
世
話
役
で
あ
っ
た
関
東
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
は
、

一
九
五
九
年
度
に
は
自
然
解
消
に
至
っ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
一
九
五
七
年
度

か
ら
一
九
六
〇
年
度
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
日
本
私
立
大
学
連
盟
「
一
般
教
育
研

究
集
会
」
が
加
盟
校
の
み
で
あ
っ
た
も
の
の
、
全
国
規
模
の
研
究
集
会
と
し
て
開

催
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
（（
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
関
東
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
委
員
長
で
あ
っ
た
中
央
大

学
・
五
十
嵐
喬
は
一
九
五
四
年
度
当
時
、
日
本
私
立
大
学
連
盟
「
一
般
教
育
研
究

集
会
」運
営
委
員
と
共
に
、大
学
基
準
協
会
一
般
教
育
研
究
委
員
会
委
員
で
も
あ
っ

た
。
後
者
に
関
し
て
は
、
一
九
六
三
年
六
月
一
一
日
設
置
、
一
九
六
七
年
六
月
六

日
廃
止
の
大
学
基
準
協
会
一
般
教
育
研
究
委
員
会
ま
で
歴
任
し
て
い
る
。

　

第
12
回
東
北
・
北
海
道
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
総
会
に
お
け
る
室
蘭
工
業

大
学
・
勝
木
喜
一
郎
に
よ
る
近
畿
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
第
25
回
研
究
協
議

会
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
に
関
す
る
報
告
に
は
、「
東
京
地
区
の
研
究
会
が
開
か
れ

た
場
合
、
こ
れ
を
全
国
集
会
と
し
て
読
み
替
え
る
こ
と
は
反
対
で
あ
る
と
い
う
意

見
も
あ
っ
た
」
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る

（
（（
（

。
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研

究
会
第
12
回
研
究
協
議
会
総
会
で
は
、「
い
ち
ば
ん
や
つ
て
い
な
い
の
は
、
関
東

地
区
で
す
よ
。
相
互
の
連
絡
を
と
つ
て
み
る
と
お
も
し
ろ
い
と
思
う
。
ま
た
、
そ

の
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
全
国
集
会
を
開
け
と
文
部
省
に
要
求
し
た
の
は
、
一
つ

は
一
番
中
心
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
関
東
方
面
が
、
一
番
熱
が
な
い
ん
で
す

か
ら
、
そ
れ
を
刺
激
す
る
意
味
か
ら
も
い
い
と
思
う
」
と
い
う
古
川
尚
雄
の
発
言

が
記
録
さ
れ
て
い
る

（
（（
（

。

　

も
っ
と
も
、双
方
に
お
け
る
対
応
の
相
違
に
関
す
る
記
録
は
、時
期
が
異
な
る
。

し
か
し
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
近
畿
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
常
任
委
員
、
京

都
大
学
・
木
村
作
治
郎
は
一
九
五
二
年
度
の
段
階
に
お
い
て
、
会
則
な
ど
の
整
備



広島大学文書館紀要　第14号（2012年）

― 33―

よ
り
も
実
際
の
研
究
協
議
に
取
り
組
む
姿
勢
を
通
じ
て
全
国
的
組
織
化
が
実
現
す

る
と
述
べ
て
い
た
。近
畿
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
に
お
け
る
コ
ー
ス
プ
ラ
ン
、

教
授
法
を
中
心
と
し
た
研
究
協
議
は
、
こ
の
時
期
、
関
係
者
の
評
価
を
確
立
し
て

い
た
。
し
か
し
結
成
経
緯
と
大
学
分
布
の
相
違
も
あ
り
、
大
学
一
般
教
育
研
究
会

に
お
い
て
試
み
ら
れ
た
全
国
的
組
織
化
に
関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
関
与
が
認
め
ら
れ

な
い
。
双
方
の
記
録
は
、
関
東
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
の
自
然
解
消
が
大
学

設
置
審
議
会
の
意
向
も
垣
間
み
ら
れ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
大
学
一
般
教
育
研
究

会
に
お
い
て
試
み
ら
れ
た
全
国
的
組
織
化
の
不
成
立
が
、
近
畿
地
区
大
学
一
般
教

育
研
究
会
と
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
、
双
方
に
お
け
る
関
東
地

区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
の
自
然
解
消
に
対
す
る
対
応
の
相
違
か
ら
生
じ
て
い
た

こ
と
を
う
か
が
わ
せ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
大
学
一
般
教
育
研
究
会
に
お
い
て
試
み
ら
れ
た
全
国
的
組
織
化

は
、
地
区
研
究
会
に
お
け
る
刊
行
物
の
相
互
交
換
も
伴
っ
て
い
た
。
前
述
の
第
四

回
大
学
基
準
協
会
一
般
教
育
研
究
集
会
は
、
関
東
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
役

員
会
と
関
連
し
て
い
た
。
一
般
教
育
概
念
の
交
換
か
ら
す
る
限
り
、
大
学
一
般
教

育
研
究
会
に
お
い
て
試
み
ら
れ
た
全
国
的
組
織
化
の
不
成
立
は
、
各
地
区
大
学
一

般
教
育
研
究
会
の
後
遺
症

（
（（
（

を
残
し
た
。

お
わ
り
に

　

本
論
文
で
は
、「
大
学
一
般
教
育
研
究
会
全
国
連
合
会
」
の
立
ち
消
え
以
降
、

中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
に
お
け
る
「
全
国
集
会
」
開
催
要
求
に

関
す
る
経
緯
を
中
心
に
取
り
上
げ
た
上
で
、
考
察
を
試
み
た
。
中
国
・
四
国
地
区

大
学
一
般
教
育
研
究
会
に
お
け
る
動
向
は
、
国
立
大
学
協
会
と
の
連
携
性
や
文
部

省
大
学
学
術
局
大
学
課
が
中
央
教
育
審
議
会
答
申「
大
学
教
育
の
改
善
に
つ
い
て
」

の
実
現
に
向
け
て
具
体
化
し
つ
つ
あ
っ
た
動
向
で
も
あ
っ
た
。

　

そ
こ
か
ら
は
、
①
中
央
教
育
審
議
会
答
申
「
大
学
教
育
の
改
善
に
つ
い
て
」
が

先
覚
的
な
答
申
と
必
ず
し
も
言
い
切
れ
な
い
こ
と
、
②
い
わ
ゆ
る
第
三
次
大
学
管

理
法
の
そ
の
後
の
経
緯
が
大
学
一
般
教
育
研
究
会
に
お
い
て
試
み
ら
れ
た
全
国
的

組
織
化
の
経
緯
に
も
手
掛
か
り
が
存
在
す
る
こ
と
、
③
国
立
大
学
に
お
け
る
教
養

部
制
度
化
が
文
部
省
主
導
で
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
き
た
従
来
か
ら
の
見
解
が
大

学
一
般
教
育
研
究
会
に
与
え
ら
れ
た
要
望
書
提
出
機
能
に
も
一
因
が
あ
っ
た
こ

と
、
な
ど
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

森
戸
辰
男
と
皇
至
道
、
羽
白
幸
雄
ら
の
「
全
国
集
会
」
に
関
す
る
記
録
か
ら
す

る
限
り
、
大
学
一
般
教
育
研
究
会
に
お
い
て
試
み
ら
れ
た
全
国
的
組
織
化
は
、
広

島
大
学
教
養
部
史
に
か
か
わ
っ
て
お
り
、
広
島
大
学
総
合
科
学
部
、
広
島
大
学
高

等
教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
、
あ
る
い
は
日
本
高
等
教
育
学
会
の
事
実
上
の
前
史

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
性
質
を
も
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
評
議
会
に
お
け
る
皇
至
道
の

発
言
か
ら
す
る
限
り
、
一
九
七
七
年
四
月
二
八
日
の
国
立
学
校
設
置
法
一
部
改
正

に
よ
り
実
現
し
た
一
般
教
育
主
事
法
制
化
は
、
文
部
省
大
学
学
術
局
内
部
に
容
認

す
る
土
壌
の
上
に
成
立
し
た
法
制
化
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
大
学

一
般
教
育
研
究
会
に
お
い
て
試
み
ら
れ
た
全
国
的
組
織
化
は
、
一
般
教
育
学
会
／

大
学
教
育
学
会
に
お
け
る
前
史
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

一
九
八
七
年
度
に
設
置
さ
れ
た
大
学
審
議
会
へ
の
対
応
と
し
て
一
般
教
育
学
会

で
は
一
九
八
八
年
度
か
ら
一
九
九
一
年
度
に
か
け
て
大
学
審
議
会
大
学
教
育
部
会
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に
意
見
書
を
提
出
す
る
が
、
大
学
審
議
会
大
学
教
育
部
会
は
、
井
内
慶
次
郎
も
委

員
の
一
人
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
大
学
一
般
教
育
研
究
会
に
お
い
て
試
み
ら
れ
た

全
国
的
組
織
化
と
も
関
連
づ
け
な
が
ら
一
般
教
育
学
会
設
立
経
緯
に
関
す
る
考
察

が
行
わ
れ
る
必
要
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
一
般
教
育
学
会
設
立
経
緯
に
関
す
る
考

察
は
、
い
ず
れ
行
う
こ
と
と
し
た
い
。

注（
１
）
財
団
法
人
大
学
基
準
協
会
事
務
局
「
第
一
回
基
準
委
員
会
議
事
抄
録
」
大
学
基
準

協
会
所
蔵
資
料
『
５

－

15　

基
準
委
員
会　

昭
和
34
年
４
月
21
日
』

（
２
）
竹
本
貞
之
「
一
般
教
育
研
究
会
全
国
集
会
を
持
つ
こ
と
に
対
す
る
対
策
」『
第
11

回
東
北
・
北
海
道
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
議
事
録
』一
四
頁
、一
九
六
二
年
。

（
３
）
た
と
え
ば
、
東
北
・
北
海
道
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
「
全
体
会
議
」『
第
８

回
東
北
・
北
海
道
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
議
事
録
』頁
、一
九
五
九
年
参
照
。

（
４
）
国
立
大
学
協
会
「
６
、一
般
教
育
に
関
す
る
報
告
の
帰
結
と
要
望
」
国
立
大
学
協

会
『
大
学
に
お
け
る
一
般
教
育
に
つ
い
て
』
二
二
頁
、
一
九
六
三
年
。

（
５
）
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
「
３
、
会
長
あ
い
さ
つ
」『
中
国
・
四

国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会　

第
９
回
研
究
協
議
会
議
事
録
』
四
～
五
頁
、

一
九
六
二
年
。
な
お
、
森
戸
辰
男
が
当
日
行
っ
た
講
演
は
、
同
議
事
録
の
な
か
に

は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

（
６
）
文
部
省『
昭
和
31
年
度
一
般
教
育
研
究
集
会
記
録
』群
馬
大
学
、二
六
頁
、一
九
五
七
年
。

（
７
）
杉
山
逸
男
「
一
般
教
育
の
出
発
か
ら
」『
一
般
教
育
学
会
誌
』
第
４
巻
第
２
号
、

二
〇
頁
、
一
九
八
二
年
。

（
８
）
中
央
教
育
審
議
会
「
大
学
教
育
の
改
善
に
つ
い
て
（
中
間
報
告
）
教
育
要
望
の
件

―
― 

大
学
の
目
的
・
性
格
に
つ
い
て 

―
―
」
一
九
六
一
年
、
広
島
大
学
文
書
館

森
戸
辰
男
文
庫
Ｍ
Ｏ0040600101

。

（
９
）
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
『
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研

究
会
第
四
回
研
究
協
議
会
議
事
録
』
一
七
頁
、
一
九
五
八
年
。

（
10
）
金
沢
壽
吉
「
一
般
教
育
の
振
興
に
就
て
」『
第
７
回
東
北
・
北
海
道
地
区
大
学
一

般
教
育
研
究
会
議
事
録
』
一
七
頁
、
一
九
五
八
年
。

（
11
）
文
部
省
大
学
学
術
局
大
学
視
学
官
室
「
東
北
・
北
海
道
地
区
大
学
一
般
教
育
研

究
集
会
」
文
部
省
大
学
学
術
局
大
学
課
『
大
学
資
料
』
第
一
八
号
、
四
五
頁
、

一
九
六
一
年
。
な
お
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
現
在
、『
第
10
回
東
北
・
北
海
道
地

区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
議
事
録
』
の
所
在
は
、
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。

（
12
）
日
本
工
業
教
育
協
会
「
第
九
年
次
大
会
」『
工
業
教
育
』
第
９
巻
第
２
号
、八
六
頁
、

一
九
六
一
年
。

（
13
）
大
学
基
準
協
会
五
十
五
年
史
編
さ
ん
室
『
大
学
基
準
協
会
五
十
五
年
史
資
料
編
』

三
二
三
～
三
二
四
頁
、
二
〇
〇
五
年
。
九
州
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
「
写
九

州
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
（
委
員
長
問
田
直
幹
）
よ
り
の
科
学
技
術
教
育
に

見
合
う
一
般
教
育
の
強
化
に
つ
い
て
善
処
か
た
要
望
の
件
」
広
島
大
学
文
書
館
森

戸
辰
男
文
庫
、
Ｍ
Ｏ04060700103

。

（
14
）
国
立
大
学
協
会
第
一
常
置
委
員
会
「
一
般
教
育
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
（
案
）」

に
関
し
て
は
、『
會
報
』
第
十
五
号
、
二
八
～
二
九
頁
、
国
立
大
学
協
会
、

一
九
五
八
年
。
国
立
大
学
協
会
第
二
常
置
委
員
会
「
一
般
教
育
科
目
及
び
外
国
語

科
目
解
説
大
学
数
調
」「
国
立
大
学
一
般
教
育
科
目
解
説
科
目
数
調
」『
會
報
』
第

十
五
号
、
四
〇
～
五
〇
頁
、
一
九
五
八
年
。

（
15
）
羽
田
貴
史
・
加
藤
博
和
・
保
坂
雅
子
『
中
央
教
育
審
議
会
と
大
学
改
革
』（
高
等
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教
育
研
究
叢
書
55
）広
島
大
学
大
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
、五
〇
頁
、一
九
九
九
年
。

（
16
）
春
山
順
之
輔
「
大
学
管
理
法
案
作
成
の
事
業
、
経
過
に
つ
い
て
」
中
央
教
育
審
議

会
『
大
学
管
理
法
案
に
つ
い
て
』
二
頁
、
一
九
六
一
年
。

（
17
）
文
部
省
「
一
般
教
育
の
重
要
視
に
つ
い
て
」『
森
戸
辰
男
昭
和
二
十
五
年
度
資
料
』
広

島
大
学
文
書
館
森
戸
辰
男
文
庫
、
Ｍ
Ｏ4040104

、
一
九
五
〇
年
。
文
部
省
「
大
学
管

理
法
案
要
試
案
に
対
す
る
意
見
概
要
（
昭
和
二
五
年
四
月
二
〇
日
ま
で
に
提
出
さ
れ

た
も
の
）」戦
後
教
育
史
料
収
集
委
員
会
編『
戦
後
教
育
史
料
』Ⅵ

－

457
、一
九
六
五
年
。

（
18
）
国
立
大
学
協
会
役
員
会
「
大
学
管
理
法
案
（
案
）　

一
九
五
三
年
四
月
六
日
」
中

央
教
育
審
議
会
『
大
学
管
理
法
案
に
つ
い
て
』
一
九
六
一
年
。

（
19
）
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
『
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研

究
会
第
９
回
研
究
協
議
会
議
事
録
』
四
六
～
四
七
頁
、
一
九
六
二
年
。

（
20
）
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
『
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研

究
会
第
10
回
研
究
協
議
会
議
事
録
』
三
四
～
三
五
頁
、
一
九
六
三
年
。

（
21
）
国
立
大
学
協
会「
２　

第
一
常
置
委
員
会
」『
會
報
』第
十
八
号
、一
〇
頁
、一
九
六
〇
年
。

（
22
）
国
立
大
学
協
会
「
事
業
報
告
」『
会
報
』
第
二
十
三
号
、一
四
頁
、国
立
大
学
協
会
、

一
九
六
三
年
。

（
23
）
森
戸
辰
男
「
一
般
教
育
に
関
す
る
講
演
会
」
神
戸
大
学
教
養
部
編
『
一
般
教
育
調

査
資
料
学
内
講
演
集
』
第
８
号
、
一
一
～
一
二
頁
、
一
九
六
三
年
。

（
24
）
日
米
教
育
文
化
会
議
「
文
化
及
び
教
育
の
交
流
に
関
す
る
第
一
回
日
米
合
同
会
議

最
終
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
」
一
九
六
二
年
、
三
頁
、
Ｍ
Ｏ0070100100

、
広
島
大
学
文
書

館
森
戸
辰
男
文
庫
所
蔵
。

（
25
）
中
谷
健
一
「
日
米
教
育
文
化
会
議
の
成
果
」『
日
米
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
第
八
巻
第
二
号
、

四
三
頁
、
一
九
六
二
年
。

（
26
）
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
『
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研

究
会
第
一
回
研
究
協
議
会
議
事
録
』
一
六
～
一
七
頁
、
一
八
頁
、
一
九
五
四
年
。

（
27
）
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
『
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育

研
究
会
第
10
回
研
究
協
議
会
議
事
録
』『
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研

究
会
第
10
回
研
究
協
議
会
議
事
録
（
付
録
）』
一
九
六
三
年
、
参
照
。
な
お
、

一
九
五
四
年
四
月
二
八
日
に
国
際
基
督
教
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
関
東
地
区

大
学
一
般
教
育
研
究
会
と
国
際
基
督
教
大
学
に
よ
る
「
大
学
一
般
教
育
懇
話
会
」、

一
九
五
八
年
秋
か
ら
年
末
に
か
け
て
の
森
戸
辰
男
が
行
っ
た
欧
米
旅
行
、
及
び
日

米
教
育
文
化
会
議
は
い
ず
れ
も
、
日
米
知
的
交
流
委
員
会
の
斡
旋
、
招
聘
、
講
演

に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
日
米
教
育
文
化
会
議
に
つ
い
て
は
、
森
戸
辰
男
「
日

米
教
育
文
化
会
議
に
な
に
を
期
待
す
る
か
」『
民
主
教
育
協
会
誌
Ｉ
Ｄ
Ｅ
』第
六
号
、

二
～
五
頁
、
一
九
六
二
年
。

（
28
）
大
学
基
準
協
会
「
事
務
局
日
誌
」『
会
報
』
第
四
号
、
四
六
頁
、
大
学
基
準
協
会
、

一
九
六
三
年
。

（
29
）
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
「
第
10
回
要
望
事
項
」
大
学
基
準
協
会

所
蔵
資
料
『
一
般
教
育
研
究
委
員
会　

昭
和
32
年

－

38
年
』

（
30
）
文
部
省
大
学
学
術
局
「
国
立
大
学
教
養
部
設
置
計
画
に
関
す
る
書
類
の
提
出
」
文

大
第
118
号
、
008

－

00
、
６

－

８

－

164
国
立
公
文
書
館
つ
く
ば
分
館
。

（
31
）
文
部
省
大
学
学
術
局
「
工
（
理
）
学
部
の
改
善
充
実
に
つ
い
て
（
通
知
）」
文
大

第
101 

平
成
18 061100

、
国
立
公
文
書
館
、
二
〇
〇
六
年
。
文
部
省
大
学
学
術
局

「
理
学
部
の
改
善
充
実
に
つ
い
て
（
通
知
）」
文
大
第
101 

平
成
18 0614008

、
国
立

公
文
書
館
、
二
〇
〇
六
年
。

（
32
）
国
立
大
学
協
会
『
会
報
』
第
二
四
号
、
二
頁
、
国
立
大
学
協
会
、
一
九
六
三
年
。
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（
33
）
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
『
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研

究
会
評
議
会
』
一
頁
、
一
九
六
四
年
。

（
34
）
た
と
え
ば
、
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
『
中
国
・
四
国
地
区
大
学

一
般
教
育
研
究
会
評
議
会
』
三
頁
、
一
九
六
四
年
。
総
合
コ
ー
ス
の
事
例
と
し
て

披
露
さ
れ
た
コ
ー
ス
は
、
中
川
・
岩
佐
・
森
田
・
三
追
「
徒
然
草
」
研
究
、
石
井

（
法
学
）・
山
田
（
政
治
学
）「
法
学
・
政
治
学
の
綜
合
コ
ー
ス
計
画
（
通
年
授
業
）」、

「
自
然
科
学
概
論
実
施
案
」
で
あ
る
。

（
35
）
皇
至
道
「
一
般
教
育
の
歴
史
的
意
義
」『
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究

会
第
11
回
研
究
協
議
会
議
事
録
』
五
四
～
六
〇
頁
、
一
九
六
四
年
。
ち
な
み
に
、

一
九
五
五
年
五
月
一
八
日
に
開
催
さ
れ
た
日
本
教
育
大
学
協
会  

昭
和
三
〇
年
度

総
会
で
は
、
皇
至
道
は
、「
一
般
教
育
の
三
六
単
位
は
非
常
に
形
骸
化
し
て
い
る
。

一
度
検
討
さ
れ
た
い
」
と
発
言
し
て
い
る
。「
昭
和
30
年
度
総
会
」『
会
報
』
第
七

号
、
一
四
頁
、
日
本
教
育
大
学
協
会
、
一
九
五
五
年
。

（
36
）
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
『
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研

究
会
評
議
会
』
一
～
二
頁
、
一
九
六
四
年
。

（
37
）
国
立
大
学
協
会
「
１　

役
員
会
議
事
要
録
」『
会
報
』
第
二
十
四
号
、
二
頁
、
国

立
大
学
協
会
、
一
九
六
三
年
。

（
38
）
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
『
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研

究
会
第
12
回
研
究
協
議
会
議
事
要
録
』
一
五
頁
、
一
九
六
五
年
。

（
39
）
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
『
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研

究
会
第
12
回
研
究
協
議
会
議
事
要
録
』
三
八
頁
、
一
九
六
五
年
。

（
40
）
国
立
大
学
協
会
「
11　

一
般
教
育
特
別
委
員
会
議
事
要
録
」『
会
報
』
第
二
十
六
号
、

国
立
大
学
協
会
、
一
八
頁
、
一
九
六
四
年
。

（
41
）
大
学
一
般
教
育
研
究
会
を
学
会
と
み
る
見
解
に
つ
い
て
は
、
東
北
・
北
海
道
地
区

大
学
一
般
教
育
研
究
会
「
総
会
議
事
」『
第
12
回
東
北
・
北
海
道
地
区
大
学
一
般

教
育
研
究
会
』
八
頁
、
一
九
六
三
年
参
照
。

（
42
）
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
『
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研

究
会
第
11
回
議
事
要
録
』
九
頁
、
一
九
六
四
年
。
井
内
慶
次
郎
自
身
に
よ
る
文
部

省
大
学
学
術
局
大
学
課
長
時
代
の
回
顧
に
つ
い
て
は
、
井
内
慶
次
郎
「
広
島
大
学

の
思
い
出
」『
広
島
大
学
史
紀
要
』
第
四
号
、二
四
～
二
七
頁
、二
〇
〇
二
年
参
照
。

（
43
）
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
『
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研

究
会
第
13
回
研
究
協
議
会
議
事
要
録
』
一
九
六
六
年
、
参
照
。

（
44
）
中
国
四
国
地
区
国
立
大
学
学
長
会
議
「
Ｂ
要
望
書　

２
、
中
国
四
国
地
区
国
立
大
学

学
長
会
議
要
望
書
」『
会
報
』第
37
号
、六
一
～
六
二
頁
、国
立
大
学
協
会
、一
九
六
七
年
。

（
45
）
国
立
大
学
協
会
「（
28
）
第
１
回
大
学
設
置
基
準
特
別
委
員
会
議
事
要
録
」『
会
報
』

第
29
号
、
三
三
頁
、
一
九
六
五
年
。

（
46
）
黒
羽
亮
一
「
大
学
設
置
基
準
の
改
正
と
大
学
改
革
」
天
城
勲
・
慶
伊
富
長
編
『
大

学
設
置
基
準
の
研
究
』一
四
八
頁
～
一
四
九
頁
、東
京
大
学
出
版
会
、一
九
七
七
年
。

（
47
）
黒
羽
亮
一
「
設
置
基
準
の
改
正
と
大
学
改
革
」
天
城
勲
・
慶
伊
富
長
編
『
大
学
設

置
基
準
の
研
究
』
一
五
五
～
一
五
六
頁
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
七
年
。

（
48
）
丹
生
久
吉
「
東
海
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会

－

56
年
度
研
究
大
会
報
告

－

」『
一

般
教
育
学
会
誌
』
第
４
巻
第
１
号
、
九
八
～
九
九
頁
、
一
九
八
二
年
参
照
。

（
49
）
東
海
北
陸
地
区
国
立
大
学
学
長
会
議
「
Ｂ
要
望
書　

１
、
東
海
北
陸
地
区
国
立
大

学
学
長
会
議
要
望
書
」『
会
報
』第
37
号
、六
一
頁
、国
立
大
学
協
会
、一
九
六
七
年
。

（
50
）
国
立
大
学
協
会
「
11 

一
般
教
育
特
別
委
員
会
議
事
要
録
」『
会
報
』
第
二
十
六
号
、

一
八
頁
、
国
立
大
学
協
会
、
一
九
六
四
年
。
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（
51
）
佐
々
木
吉
郎
『
一
般
教
育
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
』『
第
11
回
東
北
・
北
海

道
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
議
事
録
』
八
頁
、
一
九
六
二
年
。

（
52
）
大
学
基
準
協
会
事
務
局
「
第
一
二
三
回
基
準
委
員
会
議
事
抄
録
」
大
学
基
準
協
会

所
蔵
資
料
『
５

－

15 

昭
和
34
年
４
月
21
日
』

（
53
）
大
学
基
準
協
会
五
十
五
年
史
編
さ
ん
室『
大
学
基
準
協
会
五
十
五
年
史（
通
史
編
）』

四
五
七
頁
、
二
〇
〇
五
年
。

（
54
）
上
野
直
蔵
「
大
学
設
置
基
準
の
改
善
要
領
に
つ
い
て
」
近
畿
地
区
大
学
一
般
教
育

研
究
会
『
近
畿
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
第
31
回
研
究
協
議
会
記
録
集
』
七
頁
、

一
九
六
五
年
。

（
55
）
財
団
法
人
大
学
基
準
協
会
「
大
学
基
準
協
会
第
一
回
基
準
委
員
会
議
事
抄
録
」
大

学
基
準
協
会
所
蔵
資
料
『
５-

16　

基
準
委
員
会
』。

（
56
）
東
北
・
北
海
道
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
「
講
演
に
対
す
る
質
疑
応
答
」『
第

８
回
東
北
・
北
海
道
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
議
事
録
』一
七
頁
、一
九
五
九
年
。

（
57
）
志
津
木
敬「
大
学
一
般
教
育
研
究
会
に
お
け
る
全
国
的
組
織
化
に
関
す
る
考
察（
そ

の
１
）―
―『
大
学
一
般
教
育
研
究
会
全
国
連
合
会
』
発
足
ま
で
―
―
」『
広
島
大

学
文
書
館
紀
要
』
第
一
一
号
、
二
五
頁
、
二
〇
一
〇
年
。

（
58
）
東
北
・
北
海
道
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
に
お
け
る
動
向
に
関
し
て
は
、
志
津
木

敬
「
大
学
一
般
教
育
研
究
会
の
『
全
国
集
会
』
に
つ
い
て
―
―
国
立
大
学
教
養

部
法
制
化
の
影
響
―
―
」『
大
学
教
育
学
会
誌
』
第
30
巻
第
１
号
、
一
〇
九
～

一
一
七
頁
、
二
〇
〇
八
年
参
照
。
た
と
え
ば
、
同
時
期
に
お
け
る
近
畿
地
区
大
学

一
般
教
育
研
究
会
の
研
究
協
議
の
状
況
は
、
木
村
作
治
郎
「
近
畿
地
区
の
大
学
に

お
け
る
一
般
教
育
の
現
状
」『
コ
ナ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
資
料
№
２
』
四
頁
、
民
主
教

育
協
会
、
一
九
六
一
年
参
照
。「
全
国
集
会
」
に
関
す
る
東
北
・
北
海
道
地
区
大

学
一
般
教
育
研
究
会
側
と
の
記
録
の
相
違
に
関
し
て
は
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
、

京
都
大
学
名
誉
教
授
・
岡
本
一
は
、「
木
村
作
治
郎
さ
ん
は
気
に
食
わ
な
い
雰
囲

気
が
あ
る
と
言
い
く
め
る
こ
と
が
あ
っ
た
」
と
証
言
し
て
い
る
。
こ
れ
に
関
連
す

れ
ば
、「
宮
崎
務
局
長
」
は
、正
し
く
は
「
事
務
局
長
ミ
ヤ
ザ
キ
ヒ
ロ
シ
」
で
あ
る
。

二
〇
一
一
年
一
二
月
、
元
民
主
教
育
協
会
・
青
木
道
子
の
証
言
。

（
59
）
民
主
教
育
協
会
「『
大
学
に
お
け
る
一
般
教
育
』
に
つ
い
て
の
留
学
研
究
報
告
会
ご

あ
ん
な
い
」大
学
基
準
協
会
所
蔵
資
料『
一
般
教
育
研
究
委
員
会　

昭
和
32

－

38
年
』

（
60
）
二
〇
〇
四
年
三
月
、
大
阪
薫
英
女
子
短
期
大
学
／
大
阪
人
間
科
学
大
学
学
長
、
大

阪
大
学
名
誉
教
授
・
扇
谷
尚
の
証
言
。

（
61
）
扇
谷
尚
の
初
代
一
般
教
育
学
会
会
長
選
出
に
関
し
て
は
、
教
養
部
関
係
者
で
は
な

い
人
が
一
般
教
育
学
会
会
長
に
選
出
さ
れ
る
こ
と
に
関
す
る
疑
問
の
声
も
あ
っ
た

と
い
う
。
二
〇
〇
四
年
一
二
月
、
三
重
大
学
名
誉
教
授
・
丹
生
久
吉
の
証
言
。

（
62
）
扇
谷
尚
「
一
般
教
育
の
日
米
比
較
」
大
学
一
般
教
育
の
展
望
の
会
刊
行
会
編
『
近

畿
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
報
告
集　

大
学
一
般
教
育
の
展
望
』
七
三
頁
、

一
九
六
八
年
。

（
63
）
志
津
木
敬
「
一
般
教
育
の
歴
史
的
総
括
を
試
み
る
（
そ
の
４
）」『
大
学
教
育
学
会

誌
』
第
30
巻
第
２
号
、
九
三
頁
、
二
〇
〇
八
年
。

（
64
）
京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
一
九
六
一
年
度
講
義
科
目
京
都
大
学
助
教
授
・

小
田
武
に
よ
る
「
教
育
課
程
研
究
」
に
お
け
る
「
米
国
に
お
け
る
一
般
教
育　

①

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
一
般
教
育　

②
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
一
般
教
育　

③
シ
カ
ゴ

大
学
に
お
け
る
一
般
教
育
」
は
、
一
般
教
育
に
関
す
る
教
育
学
的
研
究
が
教
育
課

程
編
成
論
に
依
拠
す
る
一
例
で
あ
る
。
京
都
大
学
教
育
学
部
編
『
京
都
大
学
教
育

学
部
紀
要
Ⅷ
』
三
二
九
頁
、
一
九
六
二
年
。
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志津木　敬　　大学一般教育研究会における全国的組織化に関する考察（その３）

（
65
）
た
と
え
ば
、
九
州
・
四
国
・
中
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
『
第
１
回
九
州
・

四
国
・
中
国
地
區
大
學
一
般
教
育
研
究
會
』
大
学
基
準
協
会
所
蔵
資
料
『
各
地
区

一
般
教
育
研
究
會　

昭
和
25
年

－

昭
和
30
年
』、
岡
本
一
「
自
然
科
学
部
会
に
お

け
る
討
議
の
流
れ
」
大
学
一
般
教
育
の
展
望
刊
行
会
編
『
近
畿
地
区
大
学
一
般
教

育
研
究
会
報
告
集　

大
学
一
般
教
育
の
展
望
』一
六
～
一
七
頁
、一
九
六
八
年
参
照
。

（
66
）
戦
後
教
育
史
料
収
集
委
員
会
「
新
制
大
学
に
お
け
る
一
般
教
養
と
専
門
教
養
の
連

絡
／
新
制
大
学
に
お
け
る
一
般
教
養
と
専
門
教
養
の
履
修
」
戦
後
教
育
史
料
収
集

委
員
会
編
『
戦
後
教
育
史
料
』
Ⅵ

－

３
、一
九
六
五
年
。

（
67
）
田
中
征
男
「
三
十
五
年
史
研
究
ノ
ー
ト　

大
学
基
準
協
会
と
『
大
学
基
準
の
成

立
』」（
中
）『
会
報
』
第
四
十
五
号
、
一
二
〇
～
一
二
三
頁
、
大
学
基
準
協
会
、

一
九
八
二
年
。同
種
の
指
摘
は
、杉
山
逸
男「
一
般
教
育
メ
モ
」『
一
般
教
育
学
会
誌
』

創
刊
号
、
七
四
頁
、
一
九
八
〇
年
。

（
68
）
亀
山
正
人
「
学
士
号
の
種
別
に
つ
い
て
」
戦
後
教
育
史
料
収
集
委
員
会
編
『
戦
後

教
育
史
料
』
Ⅵ

－

161
、
一
九
六
五
年
。

（
69
）
大
学
基
準
協
会
「
學
士
號
に
つ
い
て
の
大
學
基
準
協
會
の
回
答
」『
會
報
』（
旧
）

十
七
号
、
一
～
二
頁
、
大
学
基
準
協
会
、
一
九
五
一
年
。
国
立
大
学
協
会
「
４
．

學
士
號
の
種
別
に
つ
い
て
」『
會
報
』
第
二
号
、四
〇
～
四
一
頁
、国
立
大
学
協
会
、

一
九
五
一
年
。
な
お
、
大
学
設
置
審
議
会
学
位
の
称
号
に
関
す
る
小
委
員
会
か
ら

照
会
の
あ
っ
た
四
種
類
の
学
位
の
称
号
に
関
し
て
は
、
戦
後
教
育
史
料
収
集
委
員

会
編
「
学
士
号
に
関
す
る
小
委
員
会
報
告
書 26.4.30

〈
三
〉」
戦
後
教
育
史
料
収

集
委
員
会
編
『
戦
後
教
育
史
料
』
Ⅵ

－

159
、
一
九
六
五
年
。

（
70
）
文
部
省
「
座
談
会　

改
正
さ
れ
た
一
般
教
育
」『

－

広
報
資
料

－

56
新
し
い
大
学

設
置
基
準 

―
―
一
般
教
育
』
一
八
〇
頁
、
一
九
七
〇
年
。
村
山
松
雄
「
一
般
教

育
に
つ
い
て
」『
第
12
回
東
北
・
北
海
道
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
議
事
録
』

一
一
～
一
二
頁
、
一
九
六
三
年
。

（
71
）
た
と
え
ば
、
九
州
・
四
国
・
中
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
『
第
１
回
九
州
・

四
国
・
中
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
議
事
録
』
一
九
五
二
年
、
大
学
基
準

協
会
所
蔵
資
料
『
各
地
区
一
般
教
育
研
究
会
昭
和
25
年

－

30
年
』
参
照
。
な
お
、

一
九
五
七
年
一
一
月
八
日
か
ら
九
日
に
か
け
て
徳
島
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た

中
国
・
四
国
地
区
一
般
教
育
担
当
学
部
長
会
議
で
は
、
協
議
事
項
と
し
て
「
文
理

学
部
、
学
芸
学
部
の
一
般
教
育
を
担
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
法
的
根
拠
に
つ

い
て
（
徳
島
大
学
学
芸
学
部
）」
が
提
出
さ
れ
て
い
た
。
中
国
・
四
国
地
区
一
般

教
育
担
当
学
部
長
会
議
『
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
担
当
学
部
長
会
議

協
議
事
項
及
び
承
合
事
項
』
二
頁
、
広
島
大
学
文
書
館
森
戸
辰
男
文
庫
、
Ｍ
Ｏ

04020600300

。

（
72
）
杉
山
逸
男
「
日
本
に
お
け
る
一
般
教
育
の
過
去
・
現
在 

―
― 

研
究
集
会
の
足
跡
」

『
大
学
の
中
身
』
八
六
頁
、
私
学
福
祉
研
修
所
、
一
九
七
七
年
。

（
73
）
東
北
・
北
海
道
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
「
他
地
区
一
般
教
育
研
究
会
の
状
況

報
告
」『
第
12
回
東
北
・
北
海
道
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
議
事
録
』
八
頁
、

一
九
六
三
年
。

（
74
）
中
国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
「
文
部
省
そ
の
他
へ
の
要
望
事
項
」『
中

国
・
四
国
地
区
大
学
一
般
教
育
研
究
会
第
一
二
回
研
究
協
議
会
議
事
録
』三
五
頁
、

一
九
六
五
年
。

（
75
）
二
〇
〇
五
年
六
月
、
九
州
大
学
名
誉
教
授
・
稲
田
朝
次
の
証
言
。

（
し
づ
き　

た
か
し
・
広
島
大
学
文
書
館
調
査
員
）


